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緒　　言

　人間の生存は取り巻く環境としての内部，外

部の相互作用により，多様な生き方，暮らし方

を余儀なくされている現在，個人，家庭，地域

民族など千差万別の家族や人間を対象とし，生

命の誕生，維持に伴う基本的人間形成の場であ

る家庭生活，生存に関する手段と本質的な意味

を具体的な行動プログラムにより探索する生活

学としての家政学の存在があるのではなかろう

か，生命を生み，育くむ家庭生活を中心領域に

すえた家政学は，新しい時代の要請「人間が人

間らしく生きるために人間性回復の時代を創

る」担い手として，人間生存の意義の解明と方

法をトータルアプローチにより，ヒューマンエ

コロジカルな立場から関連領域の学際的統合を

試みる必要がある。その理念と実践の複合的プ

Pグラムを具体的に，各自の家庭に，そして地

域社会において発展させる。すなわち，人間の

生活を対象とする家政学は周囲環境を無視して

存在しえないし，その目的論の確立なくしては

周囲環境に対しての政策要求は方向を失うぽか

りか，その実現は不可能となる。特に家政学は

その理論構築と同時に実態把握との二極点にお

いて相互作用をもちつつ，生きる人間の個体の

生存と精神の醸成という合理性と非合理性とを

内包しつつ，好環境の実現化へ指向しなければ

ならない。まさに，人間生活を中心とし，人間

が人間らしく生きるために，これらにかかわる

諸問題の解決を，科学的に，芸術的に，教育文

化的に解明し，住みやすい環境の保持と発展を

図ろうとするものである。

　ここに人間的観念からの家政学・家庭科の分

析を初等教育，中等教育，高等教育について生

活科学研究所研究報告第1集から第5集にわた

って考察してきたが，ここに家政学の本質論を

見直して見ることとし，今回は，家政学成立の

推移と家政学の現状をふまえて「人間が人間ら

しく生きる」ための家政学のあり方を追求して

ゆく。

1　家政学成立への推移

1　家政学とは

　家政学とは家政を対象に研究する学問である。

家政というのは，家庭生活における営みをいい，

家庭生活とは家族間における人間関係であり，

人間生活である。人間生活には，生があり，死

がある。人間の一生はどのような経過をたどっ

て行くか，ζの現世に生を受け，産ぶ声をあげ，

家庭内において子供として成長し育って行く。

人間の身体的・精神的発達は家庭生活の中で育

成され成人となる。即ち乳児，幼児，青年，成

人，壮年，老年と年令層による段階があり，ま

た，男女の性別がある。その中でそれぞれに対

応した個々の生活がある。この人間構成には人

間的相互の理解と和がなけれぽならない。愛情，

信頼，勤勉，忍耐，ユーモアなど人間の心の触

れ合いを忘れてはならない。家庭生活には，物

質的要素として衣・食・住があげられる。これ

らの要素は生活資源の利用と生活環境との調整

に工夫をする経済運営などに関係する。文明の

利器の開発に伴う文化の発展はめざましく，こ

れらを生活の中にどのように取り入れて行くか

を取捨選択する知識・技能の有無は家庭生活運

営上に大きく影響する。多様化されている社会

の中での家庭生活の機能の仕組み，構成等を理

解し，それぞれについてその性格を知り，これ

らを自然科学的，社会科学的研究方法に依り研

究された知識・技能の情報を家庭生活に実際に

生かし，応用実践することによって生活の合理

化をはかることと，文化面からの人間の歴史の

探求とを併せて研究することが家政学の終局の

目的であると考えられる。このことから家政学

は純粋な基礎科学のみだけでなく応用科学面を

含んだ多面的性格を持ち色々な分野にわたって

広く関係学問を抱括して行かなけれならない。

これが家政学の問題である。このように多面性

を持っているということは，多種多様な専門分

野に分化され，研究されているということであ
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り，これが家政学の現在の姿である，分化され

た研究成果による情報が人間の生活向上に寄与

していることは周知の通りである。

2　女子教育の時代背景とその性格

　わが国の家政学の成り立ちは，社会思想と女

子教育理念を古く奈良・平安の時代にまでさか

のぼることができる。そこで古代・中世・近世

の社会の特質と女子教育理念についてその様相

の推移をみる。

（1）　古代社会の特質と女子教育の理念

　奈良時代は生活，文化共に唐からの影響が大

きく，平安時代は唐との国交の廃止に伴ない，

唐よりの移入した文化をわが国独得の文化，い

わゆる国風文化をつくりあげた。この時代はお

おらかで前の時代よりは活力がやや欠けるが優

美で，なよやかな美的感覚を持っているのが特

徴である。この社会における女子の教養は書道

（手習），音楽，和歌の三分野が中心であり，

適齢期の女子の結婚生活へ入るまでの準備を目

標としてみやびやかで，のどやかな教養のある

明るい女性を育てたのである。三分野のほかに

女子特有の機織，染色，裁縫等の技芸は当然学

ぶべきものとされていた。

（2）　中世社会の特質と女子教育の理念

　鎌倉時代は平安時代の国風文化を基盤として

公家と新興の武士とを中心とした二元性を持つ

と共に庶民性の色が濃くなってきた時代である。

この時代において公家の女子は平安時代の後を

受けて書道，音楽，和歌が教養の分野の上で重

きをなしていた。鎌倉時代は新しく興った武家

の女子はその環境から当然と考えられる勇武と

貞操とを重んじ，また神仏への信心を怠らぬよ

うにと教えられた。そのようすは1285（弘安5）

年頃のr乳母のふみ』　（庭のをしへ）にみるこ

とができる。これには女子の教養として文筆，

書道，音楽，絵画などの技能を身につけるよう

におしえられると共に身分の上下への対応のし

かた，心の持ち方のありようを示し，軽はずみ

な行動をさけ，思慮分別のあるおおらかさと筋

の通った堅実さを持つことの大切さとを教え，

さらに仏への信心をも怠らぬようにとさとして

いる。また1350（観応元）年頃の『めのとのさ

うし』には前者に加えて化粧の仕方，客人接待

への心の持ちよう，衣服着用へのみだしなみ，

召使への心くぼり，女子（主婦）としてのつと

め，身だしなみへの心づかい，むすめの育て方，

仏事への心づかい，読書への本の選び方，相手

方によってよろこぼれるものの下されものに対

する心づかい，およびたちぬいに関することな

ど，ことこまかに教え，また「手のききたる女

はくわほうさいはいあるべし」とあり技芸を身

につけておくべきことにまでおよんでいる。

　室町時代は公家を圧倒した武家が古代的な支

配から封建制の樹立へと移り行き，室町文化は

武家文化を中心に仏教文化を加え，町衆や庶民

の力によって発展していった。この時代の特色

として公家文化は新しさを求めることなく伝統

固守に関心をむけ，有職故実や歌学の研究がな

されるようになり，公武二元性を克服し武家文

化が成立した。室町時代は鎌倉時代に引きつづ

いて中国文化の影響が大きく，学問に朱子学，

美術に水墨画，茶の湯，生花等が盛んに行なわ

れるようになり，近世の庶民文化成立への基盤

が形成されていった。この時代の武家の子女は

貴族の生活の影響を受けて，しとやかで貞淑の

徳を守り，前時代と同様に書道，音楽，和歌な

どの教養を身につけるように養育された。その

上有職故実の研究が行なわれるようになった影

響から歴史にかかわる学習も行なわれるように

なった。このころから仏教思想や儒教思想（朱

子学）の感化をうけて男尊女卑への傾向があら

われ，子女の教育内容に導入されるようになっ

た。1450（宝徳2）年の『身のかたみ』にその

ようすを伺うことができる。それには50の項目

を挙げ，表情，美容，遊戯の仕様，朝，ひる，

ゆうべの家居における行動，身だしなみの心の

持ちよう，身分の上下同輩それぞれに応じてつ

かえる心づかいの分別，春夏秋冬におけるもの

のあわれを有為天変生死無常のことわりと感じ

つつ，四季の風情，情緒を歌によみ，筆跡ゆた
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かに残すようにとあり，また衣服の準備への心

配りを述べ，舅姑への心づかい，音楽の学びよ

う，仏事への心づかいなどを教えている。　『乳

母のふみ』『めのとのさうし』『身のかたみ』

の何れも結婚を前提としての女子の心得るべき

事を教え説いている。1550（天文19）年頃の『仮

名教訓』においては前者に加えて倫理を中心と

した封建思想が強く打ち出されていると共に精

神や教養の上の糧として平安時代から室町時代

まで一貫して『源氏物語』　『伊勢物語』　『古今

和歌集』等が上流社会の女子に読まれていた。

平安時代1066（治暦2）年頃『明衡往来』　（雲

州往来又は雲州消息）が出来てから武家の勃興

によって往来，消息，家訓等の教訓書が現われ

た。しかしこれらは男子中心で平安末期から鎌

倉時代さらに室町時代に至る間，武家本位の家

学観念に基づいて秘伝思想のもとに伝授の方式

によって各家毎に独自の教育が行なわれ閉鎖性

の色濃いものであった。往来ものを学ぶ人々は

貴族文化にあこがれていた上流の武家層が主で

あったが中流以下の武士層へと漸次移行してい

った。14世紀後半南北朝時代から室町時代初期

のころに成立したr庭訓往来』は初等向きの教

科書として近代初頭の明治10年頃までの長い間

広く用いられた。

（3）　近世社会の特質と女子教育の理念

　近世社会は織田・：豊臣両氏の全国統一から江

戸時代までの約300年間をいい，特に江戸時代

は中央集権的封建体制下での平和が長く続いた

社会で家族制度の存続が強化され，この社会情

勢に即応した女子の教育が行なわれた。すなわ

ち江戸時代の女子教育は室町時代から行なわれ

てきた躾，身だしなみの分野を主とした教育と

儒教哲学とを背景にした道徳教育とが主となり，

平和の続いた社会に即応した教育が行なわれた。

中世の教訓書は主として男子向きであったが近

世には女子用の教訓書が普及されるようになり，

女訓抄（1642寛永19年），女訓集（1646　正保

3年），鑑草（1649正保4年），女かがみ（1649

慶安2年），女式目（1649　慶安2年）等つぎ

つぎと刊行された。

　近世初期は儒教一朱子学一の確立によって幕

府の文教政策に取り入れられ，新しくわが国の

女子教育の理念が貞節，仁義を中心とする倫理

的価値を中核として，女子教育の対象目的を妻

であり，母である主婦に置くようになった。主

婦としてあるべき姿をその精神的な基盤と共に

教えこむことを目標とするようになった。中世

までは美容，表情などの教育も行なわれたが，

これらは枠外にはずされ，ひたすら実生活に対

する心構えを道徳的なものに求めた。

　江戸時代の女子（主婦）はその家家が属する

社会階層によって任務も仕事の内容も大きく異

なっていた。武士の階層における主婦はその勤

めの内容において直接に夫に協力し，夫の名誉

とその家風とにおいて，夫を代表する任務を常

時課せられていた。また主君の面目を保つとい

うことについては夫に変ることのない使命を持

たされていた。このように武士階層の女子には

特別な地位と性格とがあり独自な精神鍛錬が必

要であった。庶民階層では前者と異なり，家業

を夫と共に分担し，直接間接に協力して家業に

即した協同体を築いていくことに使命を持って

いた。庶民の主婦と武士の主婦とはその身につ

けて持つべき教養の本質はおのつから大きな差

異があり，さらに武士と庶民とではそれぞれの

特殊な使命からも個々の家事事情により，一斉

教授や共同学習によるということは困難である

から自ずから体験から体験へと以心伝心による

個別教育が行われた。

　ここに当時普及された女子用教訓書『女訓

抄』をみるとその内容は，四道八苦の事，五障

三従のこと，継子をかへりみるべき事，諸衆扶

持の事，身体をおさむべき事，主君つかふべき

こと，友に交じはるべき事，芸能あるべきこと，

後家のふるまいの事，後生善所の事　の10項目

が挙げられており，中国思想の影響を受けて中

国の経典詩経，および孔子，老子の教えである

儒教原理によって主婦としての徳を強調し男尊

女卑の思想のもとに良妻賢母への教育を明らか
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に表わしている。その後教育思想を体系的に表

わしたものとして，1710（宝永7）年貝原益軒

が81歳のおりに著述された教訓書『和俗童子

訓』に女子教育の対象となる　「女子を教ゆる

法」が記されている。

　近世後期から近代にかけて女子教育の上に大

きく影響をおよぼした『女大学』は『女今川』

『女実語教』等の女訓書の後をうけて現われた

『女大学宝箱』をさしてこれを一般に『女大

学』といっている。これの内容は教訓として用

いられ，同時に手習の手本に用いられた。すな

わち読本用と習字用とを兼ねそなえ，本文にi挿

絵の入っている教科書である。この『女大学』

は『和俗童子訓』の「女子を教ゆる法」の中の

・婦人の七去の法，・嫁する女に父母の教うべ

き13条，とを土台として斉家と婦人自身の保全

とを対象とし，家庭生活内に限定して婦徳と女

の心構えを中心に19か条の教訓文に作り上げて

いる。これが明治時代から大正・昭和前期の女

子教育理念である良妻賢母の基となっている。

3　家政学の成立とその性格

（1）　明治時代

　明治時代は徳川300年にわたる封建社会から

近代社会へ移行した時代である。政治，社会，

教育，思想，風俗等国民生活全般にわたって欧

米の新しい文明が急激に流入し，大きい影響を

もたらした。これに対応して政府は国民の啓蒙

文明開化に力を注いでいった。内外の情勢に伴

ない明治政府は「必ず邑に不学の戸なく家に不

学の人なからしめんことを期す」として，男女

を問わず全国民を対象とする学校教育制度を設

け，1872（明治5）年に学制を公布した。1877

（明治10）年学究と高等教育の中心となった東

京大学（旧帝国大学）が設立された。女子教育

は1872（明治5）年東京に官立の女学校が設立

され，さらに女子師範学校を設けて教育の普及

につとめた。欧米思想の流入によって封建社会

では考えられなかった思想の自由，職業の自由，

男女平等の思想，女性を家庭から解放する思想

女性が舅姑夫への服従と奉仕をする思想への批

判，男女同権，女性の独立への思想等，都市を

中心に流布する傾向にあった。

　この社会思想を背景に1874（明治7）年に

『女訓』（一名一新女大学）が出版された。　（資

料1）これは近世に出版された『女大学』と異

なり，近世以来の婦道観をもととしながらも明

治維新後の文明開化的女性観の思想と取組んだ

日常の女性用の教訓書・教科書であり，女訓註

解の挿絵に西洋縫機器図（ミシソ），西洋焼

饅，糸巻図，蒸気織布図，蒸気紡織図，羅紗類

の服を仕立る図，金モールを付る図，西洋布さ

らし機器図，日本さらしの図，西洋洗い物機械，

西洋料理の器の名，用い方等西洋から移入した

文明の機器の図があり，当時の学校教育の指向

性を知ることができる。また文中の〔家政〕の

註解に「家政は家のまつりごととよみて家を治

むることをすべて云うなり。この内には経済と

て倹約ならびに金銀損得のこと，縫いはりのこ

と，朋友の交わり，舅姑に仕え方，夫の輔けか

た，煮たき，そのほか子供の育て方に至るまで，

一切もるることなくこもれるなり1）」　と記し，

その後に我国には多くの書物はあるが，家政の

内容を一つにあつめたものは未だないとし，イ

ギリスのイサベラ・ピートソがあらわした「ハ

ウスホルト・マネージメント」が女の必要の書

であると書いてあり，当時は西洋から移入され

た品品の使用方法は翻訳の書を頼るより外に手

段はなかったのである。この時期に『女訓』

につづいて1874（明治7）年に『近世女大学』，

1876（明治9）年にr文明論女大学』1880（明

治13）年に『新撰増補女大学』，　『改正女大学』，

1882（明治15）年に『新撰女大学』と「女大

学」と名づけられた教訓書・教科書が出版され，

婦女子の家庭，女子が通っていた寺小屋，その

他の女子教育機関において教訓書，教科書とし

て採用され，学習されてひろまっていった。

　しかし一方では学制，教育令の公布により学

校教育が普及し，女子教育も初等教育から中等

教育へと進展するのに伴い，女子の教員養成機

関として女子師範学校，女子高等師範学校が設
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置された。女子教育では家政関係の教科目すな

わち家事，裁縫，手芸の技術教育が主流をなし

重要視されていた。この時期にはアメリカ人の

宣教師によって建てられた私立女学校も女子教

育への役割を果していた。

　文明開化と共に欧米文化の移入は明治初期の

翻訳時代を経て欧化主義から国粋主義へと明治

20年代から30年代に移行して落着きをとりもど

し，我国古来からの伝統の中に西洋式の生活様

式が都会を中心にとり入れられるようになり，

科学教育への指向性を見ることとなる。日本的

色彩が現われ始めた1882（明治15）年に東京女

子師範学校の附属として高等女学校が設置され

1895（明治28）年に高等女学校規定，さらに，

1899（明治32）年に高等女学校令が出された。

これによると女子に必要な高等教育を施すとあ

り，その科目は家事，裁縫，家計簿記，育児，

家事衛生などであり，男子に開かれた教育機関

とは別のものであった。高等女学校は女子の高

等普通教育としての完結の教育であり，基本方

針として家族制度の存続強化に献身する「良妻

賢母」の養成となっていた。

（2）　大正・昭和時代

　明治時代の後を受けついで近代的西洋文化の

吸収に意を用い，大正・昭和時代へと進むにし

たがって自然科学の発達に合わせて生活の科学

化，合理化へ，という方向性があらわれ，家政

教育における衣・食・住等にとり入れられるよ

うになった。家政を理化学的，栄養学的，経済

学的研究方向にと，近藤耕造，石沢吉磨，田所

哲太郎，鈴木梅太郎，松平友子，森本厚吉等に

よって啓発された。また家政の衣・食・住の技

術の工夫や科学的解説のみでなく，これを総合

的に経営管理として社会的視野の中にとらえて

の研究を井上秀子氏によってなされた。　（資料

2）　一方家庭および家庭における人間関係は

物質文化の欧米化とは関係なく明治時代からの

理念が引きつがれていた。一部には女性解放運

動などが起っていたが発展しなかった。少数の

人達の間で家政学が学として意識されるように

なったのは，1935（昭和10）年頃からである。

良妻賢母主義の教育は第二次大戦をむかえるに

当って国策推進に利用された。第二次大戦後は

憲法の改正に伴って民主主i義への改革が行われ，

家庭も「家」制度から個人の人権を尊重する方

向へと変化した。また民主主義の思想の普及お

よび諸制度の改変，さらに戦後科学技術の著し

い発達により，家庭生活は大きく変化し，核家

族の増加，生活様式の簡易化，民主化の方法な

ど，経済成長と相倹ってこれらのもたらすゆ

がみへの対処が家政学の問題として浮上してき

た。

皿　家政学の現状

1　家政学の体質

　家政学が成立した事情と歴史についてはこれ

までに述べた通りであるが，学部創設以来，30

余年，修士課程を開設してすでに20年，しかも

なおその学問的基盤について，たえず世の批判

にさらされている家政学を正しく理解するため

には，その体質についての認識を改めてする必

要がある。

　家を守るための婦人の生活技術，女子の家事

百般は多くの古文書や女大学等として受け継が

れてきた。明治に学制がしかれて以来塾から学

校へと，技芸の伝達が移り，女子師範→女子高

等師範家事科→女子大学家政学部という流れに

そってきている。これに少し遅れて官学の流れ

とは別に，成瀬仁蔵，下田歌子，大妻コタカ，

大江スミ，渡辺辰五郎等に代表される女子教育

の先駆者が，それぞれの理想をかかげて，女子

専門教育の場を築いてきた。しかし，少くとも

戦前までは，これらのいずれも専門学校は良妻

賢母，女学校等の家事科教員養成が目的であり，

料理，裁縫等の技術教育を主軸としていた。終

戦後占領軍の要請により設置されることとなっ

た家政学部や教育系学部の家政科はアメリカ家

政学の指導者の助言のままに大学としてのスタ

ートをした。戦前の家事教育の主流であった料
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理，裁縫，育児がそれぞれ食物学，被服学，育

児学と変えられ，農芸化学系の栄養学，食品学

の専門家や繊維工学系の学者，児童心理・児童

文化系の専門家や保健，衛生関係の医師を導入

して，体裁を整えた。

　さらにその後に続いた大学教育ブームと女子

学生の大幅増加と次々と大学，短大の続出の形

となり，今日の家政学の体質を形成している。

（1）　家政学の定義

　家政学の定義については，色々の意見がある

狭義の家政学は，家庭経営を対象とする社会科

学の一分科である，広義の家政学は家政を含む

家庭生活の全体を対象とする総合的な学問であ

る2）。すなわち「家政学は，家庭生活を対象と

しその構造，機能，内的諸関連，諸法則を明ら

かにし，これを適用して，家庭生活の諸規則を

確立する総合科学である」3）とした。

　1970年4月，国際家政学会International

Federation　for　Home　Economicsより，1972

年第12回，国際家政学会大会の資料してと「家

政学の意義についてどう考えるか」というアン

ケートが日本家政学会に寄せられた。学会理事

会は山本キク理事を通じて原論研究委員会に諮

問した。委員会は，これを受けて早急に原案を

まとめて答申，学会理事会で小部分修正が行わ

れて回答案が決定された。日本の公式機関で家

政学についての見解が出されたのはこれが最初

といえる。以下にその一部を記す。（資料3参

照）

　国際家政学会へ提出された家政学に対する日

本家政学会の見解（1971）　　　　　　（一部）

A1．意義
　家政学は，家庭生活を中心とし，これと緊密

な関係にある社会事象に延長し，人と環境との

相互作用について，人的・物的の両面から研究

して，家庭生活の向上とともに，人間開発をは

かり，人類の幸福増進に貢献する実証的・実践

的科学である。

　2．　家政学に関する重要な理念あるいは意見

　対象

　家庭生活が人間生活の基盤であることから，

これを中心として，個人・家族ならびに地域の

生活について研究するが，近年家庭の機能がま

すます社会化される傾向にあるので，家政学の

研究をこれと緊密な関係にある社会事象に延長

し，人と環境との相互作用について研究する。

以上のような研究は，やがて人類の幸福増進に

つらなるものと考える

　方法

　家政学は自然科学，社会科学，人文科学を基

盤として，家庭生活に関する諸法則を明らかに

し，実生活に役立つ研究をする

　目的

　（1）一般目的

　　　家族の幸福増進，人類の福祉増進

　（2）具体目標

　　ア　家庭生活の向上

　　　　①健康，②家族の親和と民主的な関係，

　　　③精神的安定，④経済的安定，⑤適切な

　　　教養・娯楽，⑥子どもの出生・教育，⑦

　　　科学的・芸術的な衣食住，⑧家庭生活技

　　　術の向上，⑨伝統の保持と改善，⑩国家

　　　・社会・人類への貢献

　　イ　人間開発

　　　　　　一長・発達麟

　　　　　　　　（能力の発達を含む）

　B　その他

次のような諸説もある

1．生活科学として，衣食住等広く人間の生

　　活の研究とする

2．　家庭経営を家政学の中心として体系化す

　　る

3．　科学だけでなく，芸術・技能を加えて学

　芸とする

4．職業を重視する

　この定義は多くの家政学者の最大公約数的表

現といえる。しかし，この定義では，法則や原
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理という言葉もなく自然科学か社会科学かも不

明であるが，対象を「家庭生活」においている

こと，　「人と環境との相互作用」という人間環

境学的な考え方に立っていること，「向上」「開

発」　「幸福増進」といった価値的，政策的，実

践的な性格が強く出ていること等に特色がある。

（2）　家政学の性格

・家政学の総合科学的性格

　第一に家政学は総合科学であるという場合の

家政学は，広義の家政学すなわち，家庭経営を

も含んだ家庭生活の諸現象を広く対象とする。

第二に広義の家政学を総合科学であるというの

は，対象の認識に自然，社会，人文の三科学分

野を含み，家庭生活そのものを全体的，法則的，

政策的にとらえてゆこうとするものである。そ

の目的，対象，方法等の同一性によって関係科

学群が統一的体系を築くことが出来るならば，

その体系を総称して家政学ということが出来る。

家政学は実践科学であり，ある目的を達するた

めの技術，政策の学であるから「総合が最も重

要な方法で総合科学という語は実践科学におい

て意味をなすものである」4）という説明もある。

また，　「総合科学という意味を単なる各種の科

学の（tよせ集め”でなく，各種の科学のよく交

錯した領界，境界領域，交錯領域そのものに主

体性がある科学としての家政学の独自性である

ことを認識しているのなら異論はない」5）とも

いっている。第三に総合科学を雑学と同視する

説がある。しかし，現在では家政学原論の発展

と共に家政学の雑学性は克服されつつある。第

四に総合科学であるということは，独立科学で

あるということと矛盾しない。すなわち，広i義

の家政学は農学，工学，経済学その他と交わる

ところがあっても，全体として家庭生活を対象

とする科学は，家政学の他にはなく，家政学は

独立の科学である。第五に総合科学と言わない

で境界領域の科学（領界科学）といった方がよ

いとする説もある。自然科学者や家政学者にそ

の考え方は多い。

　以上のような説を考慮すると，広i義の家政学

を総合科学と呼ぶことは，むしろ正当といえよ

う。

・家政学の社会科学的性格

　狭義の家政学は社会科学であることに異論は

ないが，広義の家政学においても，次第に社会

科学の領域が拡大されつつある。家庭生活は核

家族化，共働き，家事労働の軽減等によって，

その状況は著しく変化している。また，時代の

推移にともない社会構造の変化や時代的風潮は

幸福感の具体的内容に大きな変化をもたらし，

当然それに従って家政の任務も本質的に変らざ

るを得ないものとなった。家族関係，家庭の経

営，管理，家庭経済，消費者運動，物価，公害，

教育，余暇，社会福祉等，社会科学の対象が重

要な意味を持つようになった。家政学は最狭義

には家庭経営学といい，最広義には自然科学，

人文科学までも含む総合科学であり，その中間

として家政学を「総合社会科学」としてとらえ

る考え方もある。6・7・8）

　家政学はもともと，ドイツでは消費経済学と

され，アメリカはホーム・エコノミックスと呼

ばれ「家政」とは，治め方，政治，政策，経営

といった社会科学的な意味を持っている。家政

学の社会科学的性格の強化は，日本では新しい

方向であるが，現実には，まだまだ，学会でも

社会科学的研究の発表は少ない，この原因は，

歴史的に形成されたものであろうが，あまりに

も社会科学が回避されてきたということにも原

因がある。

。家政学の実践科学的性格

　家政学は実践科学であるという考え方が多い

ことは周知の通りであるが，このことは家政学

の歴史からも分かるように，裁縫・料理などの

技術，良妻賢母となる心構えなど，いわば，ノ

ウハウ（Know　Haw）の知識・技術・こつが中

心であったことから，家政学は実践科学である

という多数説は，この伝統的な考え方につなが

っている。しかし，家政学は同時に理論科学と

しての側面を強く持っているが「理論科学と実

践科学」　「基礎科学と応用科学（あるいは技術
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科学）」という分け方が広く行われている現在，

家政学は実践科学であると同時に応用科学であ

り，また技術科学でもある。

　実践とは，人間が環境に働きかけて，これを

変革し，自らをも変革してゆく過程であるが，

科学における理論と実践とは切り離すことは出

来ない。実践的必要から科学的理論が生まれ，

理論はまた実践の指針となり，実践によって真

偽が，立証されるという関係にある。従って，

家政学を実践科学であるというのは，科学の一

面を強調したにすぎない。即ち，実践科学とい

い，応用科学といい，また，技術学というのは，

家政学を農学や工学などのような自然科学的な

ものとみる時に特に出てくる。

2　家政学の教育の場

　家政学と教育の場としての家政学部及び，大

学院家政学研究科等を混同してしまうと，家政

学の問題は混乱を生ずるし，各大学により，家

政学についての解釈が異るままに学部，大学院

が設けられているので，教育の場としての問題

ときりはなして，考察してゆく必要がある。

（1）　家政学部

　戦後，日本の民主化による学制改革により，

1948・1949（昭和23・24）年，旧制の女子専門

学校は相前後して新制大学となり，戦前は女子

に門戸を閉ざしていた国公立大学，私立大学も

4年制の新制大学となると同時に，ほとんどが

女子に門戸を開いた。そして，その中で当時文

科系，薬学・医学系女子大学をのぞき，多くの

女子大学に家政学部が設置され，専門分野別に

食物学科（食物・栄養学科），被服学科，住居

学科，児童学科，家庭経営学科等の学科が設置

された。

　1949（昭和24）年に早くも日本家政学会が創

立され，今や30有余年の歴史をもつ，その間，

家政学部の発展を期し，各専門分野において，

それぞれ学問の確立に努めてきた。

　これら家政学部について日本家政学会会長，

矢部章彦氏が大きく三つの流れについて分類し

ている。9）

①家政学の学問的地位を確立するため，徹底

　した専門化をはかり，狭い範囲ではあっても，

　人間の生活を意識した新しい学問領域の開拓

　に努めているもの。

　一その多くは大学院修士課程を持っている一

②職業教育の場として，最新の科学・文化知

　識の伝授を加味した技芸教育をしているもの。

　一過半数の大学家政学部，短大家政科及び教

　員養成大学がそれである。一

③技芸教育と花嫁教育を主目的としているも

　の。

　一専修学校，短大家政科がそれである。一

　また，佐藤　煕（元東北女子大学学長）や，

戸田艶子（四国女子大学家政学部長）らは，立

派な花嫁候補を養成する学校こそ女子教育の本

道であり，そのよい花嫁をつくる先生を養成す

る学校が家政学部であるとし，家庭をマネージ

してゆく女性教育の唯一の分野として，花嫁教

育第一を主張している。

　次に家政学の教育についての意見をみると，

これらに当るものが自然科学系であるか，人文

科学系であるかによって，大いに相違してくる。

さきの矢部会長は「お互に相手の立場を尊重し，

理解しつつ着実に連帯の環をひろげてゆくこと

だけが家政学の活路を開く」といっており，一

挙に学問体系を作ることには無理があると考え

ている。また，大沼　淳（文化女子大学並木学

園理事長）は「家政学そのものが綜合の学であ

るため，すべての系列を包含する性格を持たざ

るを得ないが，これは本質的には内部分裂的性

格を備えているから，家政学は一般教養的なも

ので，各個の専門分科がそれぞれの専門として

発達し総合科学をなすのであって，これは各個

人が家政学という共通目標に向って，それぞれ

の分野で深くつっ込んでゆくことこそ大切なの

である」1°）と述べている。

　家政学は幅広い教育ではあるが，専門につい

ては深くそして高度な教育が要求されつつある。

今日では人間が人間らしく生きることが中心課

題となり，人間開発の問題を取り扱うようにな
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った。これは，研究についての領域が拡げられ

たわけである。さきに山本キク（大妻女子大学）

は大きく二つに分けて考えていた。

④家庭生活一食生活，住生活，衣生活，家族

　生活一家庭経営。

⑬④に加えて「緊密な関係にある諸事象に延

　長研究する。」とするもので，どちらかとい

　うと⑧を日米ともに支持するものが多かった。

さらに，これが家庭生活のみならず，それをと

りまく社会生活にひろめている。

　山本直成（大阪市立大）は研究領域を「人間

が精神的にも肉体的にもより健康な生活をする

ために必要な科学・技術」と「人間の生活を充

分に意識した新しい学問領域の開拓」まで進め

ている。

　人間開発問題を扱う努力をするようになった

のは，Development　of　maximum　human　po・

telltialという内容からである。

　家政学部の経緯は第5集P．59～62に詳述し

てあるので参照されたい。

（2）　大学院家政学研究科等

　その後大学院家政学研究科修士課程の設立を

実現し，1983（昭和58）年3月現在では，次の

各大学院にそれぞれの専攻をもっている。

①お茶の水女子大学大学院：家政学研究科一

　児童学専攻，食物学専攻，被服学専攻，家庭

　経営学専攻一

②奈良女子大学大学院：家政学研究科一食物

　学専攻，被服学専攻，住環境学専攻，生活経

　営学専攻一

③大阪市立大学大学院：生活科学研究科一栄

　養・保健学専攻，生活環境学専攻，生活福祉

　学専攻一

④大妻女子大学大学院：家政学研究科一被服

　学専攻，食物学専攻，児童学専攻一

⑤共立女子大学大学院：家政学研究科一被服

　学専攻，食物学専攻一

⑥女子栄養大学大学院：栄養学研究科一栄養

　学専攻一

⑦実践女子大学大学院：家政学研究科一食物

　・栄養学専攻一

⑧日本女子大学大学院：家政学研究科一児童

　学専攻，食物・栄養学専攻，住居学専攻，被

　服学専攻一

⑨　文化女子大学大学院：家政学研究科一被服

　学専攻一

⑩椙山女学園大学大学院：家政学研究科一食

　物学専攻，被服学専攻一

⑪京都女子大学大学院：家政学研究科一食物

　学専攻，被服学専攻，児童学専攻一

⑫同志社女子大学大学院：家政学研究科一食

　物学専攻一

⑬武庫川女子大学大学院：家政学研究科一食

　物学専攻一

　更には博士課程の設立をめざし，生活科学研

究科，人間文化研究科として，理学系，文教育

学系，家政学系を含めて総合の大学院博士課程

が実現してきている。

　1983年3月現在は次の通りである。

①お茶の水女子大学大学院：人間文化研究科

　一比較文化学専攻，人間開発学専攻，人間環

　境学専攻一

②奈良女子大学大学院：人間文化研究科一比

　較文化学専攻，生活環境学専攻一

③　大阪市立大学大学院：生活科学研究科一栄

　養・保健学専攻，生活環境学専攻，生活福祉

　学専攻一

④大妻女子大学大学院：家政学研究科一被服

　環境学専攻一

3　家政学の領域

　学問としては新しい家政学が早く学問の世界

へ仲間入りする手段として，他の後発の学問が

おこなったように，特に自然科学の方法をとっ

た。そしてそのような意味では発展してきた。

しかし科学としての体裁を整えてくるに従って，

他方では家政学の目的，課題，領域はどうなの

かという問題意識がおき，家政学の存在につい

て自問がなされてきた。

　レイクプラシット会議（Lake　Placid　Con－

fernsis－1899－1908）家政学基本構想会議から
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80余年を経た現代家政学は，その発達過程とし

て，家政学の社会的責任の遂行が問われてきて

いる。家政学が家族を対象とした基礎家政学か

ら人間の生活環境を家庭の枠から広く自然環境

と社会環境の相互作用の中で考える社会家政学

が新しい要素として考えられはじめた，なぜな

らば地球という宇宙船に45億の人々が乗り合わ

せて生活している一天然資源の利用等を考える

と今後の人類の生活環境には酷しさが増してく

る。そのために社会の最小単位の個人一家族一

家庭生活を地域共同社会単位として，生活の維

持向上を図るための努力を社会家政学として，

政策的要素を行政レベルに反映させる必要がお

きてきている。

　日本の場合，家政学が「学」として新制度の

中で作られたのは新制大学発足の時点である。

以降30余年の経過の中で諸種の業績を内外に発

表してきた。しかし，これらの研究方法を見る

と，主として従来の「家政」の技術的，生活的

方法を自然科学的手法をもって分析的に解明し

ての成果がほとんどである。すなわち「分析的

かつ多元化」の傾向がみられる。また，他学会

よりみても「家政学とは何か」の共通的概念を

とらえる努力はいまだしの感があるが，関口富

左は「家政哲学」で「家政学とは何か」を問い，

家政学の定義，家政学の対象および領域，家政

学の独自性等について明らかにしている。これ

らの中で，家政学の定義を「家族および個人生

活に守護性を付加し，その増大をはかる行為，

技術を総称して家政学という」とした。いわゆ

る家政学は「人間守護の学」であるとしている。

さらに，この「人間守護」という概念を中心と

して人間の生活，その生活を内部空間として，

家庭内で行う行為，技術の分野を「家族家政

学」とした。この内部空間の補強的意図をもつ

こととして，外部空間を設定した。すなわち人

間に対する守護性の必要は，いまや，内部空間

の守護性希薄の傾向，エ業化社会，集団化社会

の傾向と相まって，目的集団（例えぽ会社寮，

学生寮等）を類似的家庭生活または，類似的家

族生活とみなし，また，厚生目的のための集団

生活である病院，保育所，老人ホーム等の生活

者にも守護性の必要は変わらない。従って，外

部空間における人間生活のための諸行為，諸技

術，要するに目的集団，厚生目的集団および生

活環境保全区を対象として「家族家政学」と共

に「社会家政学」として画し，社会学の視点か

らではなく，家政学の視点から「人間守護」の

方法でとらえるものである。この新しい家政学

は，より良き人間生存のためへの，より具体的

な計画を実行するために，その理念手段として，

ヒューマンエコロジーの立場から発展して社会

家政学を地域家政学的生活活動をとおして具体

的展開を試みようとしている。

（1）　家政学と生活学及び人間生態学

　家政学の見直し論の一環として，人間生態学

Human　Ecologyが称えられ，それへの改名も

主張されている。

　先づ家政学と生活学を比較してみると，両者

ともに生活を研究する学問であるという点で重

なっているが，ある部分では異っている。生活

学会誌にあらわれた生活学原論ともいうべきも

のから，まとめると次のようである。11）

　家政学は家庭の生活を，しかも全体としての

それを研究の対象とするのに対し，生活学はよ

りひろい生活ではあるが，個々の生活を研究対

象としており，文明が生産した富を生活の場に

どのようにストックするか，つまり文明を「文

化」に化していくことを問題意識し，課題とし

ている。その生活は今井光映（金城学院大学家

政学部教授）によると，いつれの場合もヒトや

モノ，ヒトとヒト，モノとモノ，との相互関連

作用の中で，さらにこれと時間の流れとを考慮

に入れて，モノーヒトーモノ，ヒトーモノーヒ

ト，という無限の連鎖の中で，ヒトとモノとの

組み合せの形，つまり生活様式がある形からあ

る形に変化し発展していく過程で，またこの組

み合せにおいて存在する矛盾点＝生活問題を掘

り起こしたり，発見したりして，その仕組み＝

生活構造＝システムを究明し，さらに進んでそ
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の矛盾＝問題を解決するための方策を考え，提

案し，提言している。12）ここでモノというのは

生活の手段のことであり，それには金銭，食物

・衣服，住居，機械設備などの生活物資と，衛

生，保安，福祉，交通などの生活サービスが含

まれ，それらは身辺環境あるいは近接環境と称

している。そして，このモノという環境に媒介

された人間の行為と心理が生活研究の対象とな

り，そのモノの組み合せを考えたうえで，家庭

に焦点をあわせれぽ「家政学」となり，生活に

焦点をあわせれば「生活学」になる。

　家政学が「人間守護iの学」として，衣，食，

住の各生活と人間育成，養護は内部空間内にお

いて独立的に，また閉鎖的に行われるものでは

なく，それは，特にシビルミニマムとしての，

市町村団体の政治すなわち周囲環境，生活環境

における生活擁護の施策の実現の中に，より住

みやすい，より安全な居住地としての充実がな

ければならない。生活者の意志を尊重する提言

として次のことを記してみる。「財団法人日本

総合研究所」が経済企画庁，通産省などの五庁

48都道府県と民間出資による研究機関「総合研

究開発機構（特殊法人）」からの委託でおこな

った『住民運動，住民参加に関する研究』は注

目に値する。この内容を一括していえぽ，朝日

新聞（昭和51年11月29日付）の見出しの表現に

もみられるように「住民運動こそ，現行政治，

経済，社会体制の欠陥，弊害を指摘する現代的

指標」と述べている。さらに，その定義を「地

域住民が自らの生活を守るため，行政や企業の

行動をただす運動」としている。この調査結果

にみるように，「自らの生活を守るため，行政

や企業の行動をただす運動」とは，まさに前述

してきたように人間中心の家政学における「政

治」との関係におけることであり，このことは，

家政学が家政学の本質的なあり方から離れ，そ

の方法的技術の科学化に集中していたことから

みると，家政学の実践性の皆無さを反省せざる

をえない。さて，このような居住地における居

住者のための安全性，快適性，便益性などが，

とりもなおさず，家族家政学と切り離すことの

出来ない環境構成であってみれば，家政学が単

に，食・衣・住等に関する科学として，分析的

かつ多元化へと進行してゆくならば，それは家

政学の範疇はいよいよ縮少され，いわゆる旧来

の技術的，方法論の中にとじこめられるか，他

学の中に吸収分化され，その必要を認められな

くなるのは必定であろう。しかし，いまやよう

やく人間中心の家政学として漸次的な研究を進

められてきている。

　さて，　「家族および個人」をとりまく，　「住

みやすい環境」という，いわゆる社会家政学の

主張する分野，特に居住地における環境は，見

方をかえれば，まさにヒューマソエコロジーと

して取り組むべき空間と思われる。

　そこで，概括的ではあるが，家政学とヒュー

マンェコロジーとを比較検討するとき，先ず，

その同質性について見ると，まさにヒューマソ

と称することは，人間または人間性に視点を置

いて，生態学的研究をするということとみてよ

いだろう。そのようにみてくれば，そこには人

間の生存に基盤をすえて，その生活が安全にし

て快適なエコロジカルなありようをとらえるこ

とで，その中心に人間存在があるとみるのであ

る。ヒューマソエコロジーの研究誌をみると，

人口問題，教育問題，芸術文化，家政（食糧，

栄養，住居，被服，児童，老人等々）と多様で

あり，まさに，人間生活を中心とし，それにか

かわる諸問題の解決を，科学的に芸術的に，教

育文化的に解明し，住みやすい環境の保持と発

展を図ろうとしている。このようにみてくると

家政学も，人間を守護し発展させるべく，社会

家政学と称する環境保全の内容を含めて指向し

ていることで，はなはだ同質性を有するとみる

ことが出来る。もちろん，これら両者は，特に

家政学は内部空間における人間の守護のための

行為，技術をさらに防衛的要素として，居住環

境構成のための提言に及び，ヒューマンェコロ

ジーは，人間をとりまく境環としての空間内に

おける各分野の関係諸科学の追求であるとみる。
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従って両学は，人間の生活について，守護防衛

の目的をもつものとみるのである。

（2）　家政学と生活科学

　戦前，　「生活の科学化」が叫ばれて，大都市

に「生活科学研究所」が設立され，それが家政

学研究や家庭科教育に大きな影響を与えはじめ

てから，次第に内容を充実させ，社会の要望も

あり，研究も自然科学的・理化学的に進められ

て現在の教科としての「生活科学」科の誕生と

なった。数々の業績をあげた大阪市の生活科学

研究所の伝統は，大阪市立大学家政学部に受け

継がれてきた。

　しかし，この従来の生活科学は家政学の研究

が，理学部や農学部の研究と混同されて，生活

科学を考えることができても，家政学研究とは

必ずしもなり得ないし，又「教科」と「科学」

の別概念であることの問題もおきてきた。ほか

に，生活科学は，総合科学，統一科学として成

立し得るし，一方，自然科学的生活科学として

もまた成立し得るもので，これでは何を対象と

するかによって，どちらにでもなるのである。

生活科学上は総合科学的生活科学と，自然科学

的生活科学があり得る。そして，これからの生

活科学は，人文，社会などの科学をも含めた総

合科学生活科学の方向に発展しつつある。

　こうなると家政学を生活科学と結びつける，

嶋田英男（福岡女学院短期大学）の相互関係の

示し方が考えられる。13）

韓「般生活科学A卿家政学（家庭科学）

養／集団生活科学｛蕗繧諜経営学）

s（広義）Bxxの集団生活学

　教科における「家政学」　「生活科学」は，

1947（昭22）年に，新制大学の基準科目の中に，

一般教養科目の社会科学関係科目のひとつに，

「家政学」がおかれ，同じ一一般教養科目の中の

自然科学関係科目のひとつに，　「生活科学」と

されておかれていたことは周知の通りである。

　しかし，今日では広義家政学には広く自然科

学を含ませ，また広義生活科学にも広く社会科

学を含まぜている。現に，1980（昭和55）年か

ら熊本女子大学では従来の文家政学部の家政学

科と食物学科を改めて，生活科学部の食物栄養

学科，生活環境学科，生活経営学科と整備・充実

しているが，このうち「生活経営学科」の主要

科目である生活経営学，応用経済学，生活福祉

学の内容をみると，全部が「社会科学」である。

　このごろ家政学や家政学部が生活科学科や生

活科学部に呼称を改めるところが少くない。大

阪市立大学が大学院開設などとの関係もあった

のか家政学部（共学）を生活科学部に改編した

ことも刺激となったようで，他の女子大学でも

検討されているところがある。大阪市立大学生

活科学部は食物・被服・住居・児童・社会福祉

の5つの学科から成っている。従来の家政学各

論が並んでいるが，家政学科や生活経営学科で

はない学問としての家政学および生活科学とい

うものについて，広狭二義のものがあることを

確認しておかなければ無用の混乱を生じ，こと

ばがかみ合わない。

　一般に生活科学においては，生活史，家族社

会学，家族心理学，家族法，家庭科教育法など

の科目はみえるが，「家政学」がみえぬようで

ある。しかし，内容的には生活科学においても，

人間の日常のくらしを対象とするものである以

上，食・衣・住。育児・家族・福祉というよう

な，従来ほとんど家政学で取り扱われてきたも

のと重なっている。ただ人間の生活は全部が家

族と共に家庭生活を営んでいるとは限らず，家

族以外の集団生活や個人生活（ひとりぐらし），

というものもあり，とかく生活科学はこのよう

なこれまでの家政学からはみ出しているが，し

かし，きわめて重要なものを領域の中に直接的

に取り入れ全体をシステム化するところに強味

がある。

　こうしてみると家政学と生活科学との関係は

内容的には重なるようにみえても，人間生活に

おける家庭生活の位置づけ，したがって家政学
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の存在意義に根本的な認識の相違がある。

（3）　家政学と人間環境学及び生活環境学

　家政学の目的については，前述の通りレイク

プラシット会議で第1回の1899年から第10回の

1908年の会議まで約10年間討議された。第1回

の会議ですでにホーム・エコノミクスHome

Economicsという名称がつけられ，現在まで学

問の名称として国際的にも通用している，また

その定義については，1902年第4回会議で提案

採択された。それは「最も包括的な意味での家

政学は一方では人間の直接かかわる物質的環境

に他方では社会的存在としての人間の本質に関

する規則，条件，原理及び理想（理念）の研究

であって，またとりわけ，この二つの要素の間

の研究である」としている。結局人間をとりま

く環境と人間そのものを研究すること，すなわ

ち環境との関係において生きている人間の生活

の営みの研究をする，ここで言う環境は，広い

意味での生活環境を考えていること，そういう

意味からアメリカでホーム・エコノミックスに

かわってヒューマソエコロジー（人間環境学ま

たは生活環境学）という名称が提案され，それ

への改名も主張されている。1969年コーネル大

学，1970年ミシガン州立大学がそれに改名した。

　ヒューマソエコロジーがアメリカで，この時

期に，こと新しく提案されてきたのではなく，

アメリカ家政学の母，エレソ・H・リチャード

がすでに1873年にその考えを構想しており，そ

の後あらたに1892年に公にした。15）またその後

1899年から始まったレイクプラシッド会議で毎

回，家政学の基本理念と方法について討議され

ている。つまり，アメリカ家政学はもともとヒ

ューマソエコロジーとして発展してきたもので

あり，1959年のアメリカ家政学会50周年を記念

して「家政学一その新指針（1）」さらに1974年

の「新指針（皿）」その他の試みは，いずれもレ

イクプラシッド会議で枠組され確立されたヒュ

ーマソエコロジーとしての家政学の基本概念と

根本原理の再確認であった。今後の家政学はヒ

ューマソエコロジーの方向に進められると思わ

れる。

　そこで日本の場合，お茶の水女子大学におい

ては家政学部の大学院修士課程を発展させるた

め，その上に博士課程を作る努力をした。その

結果，1976年に大学院博士課程「人間文化研究

科」が誕生した。その目的は「女性研究者が専

門諸分野の基盤に立つ高度の学際的総合研究を

行うに必要な創造的能力を育成し，もって，学

術水準の向上に寄与すること」とした。その専

攻中「人間環境学専攻」がいわゆる家政学の博

士課程に相当する。人間と環境とのかかわり合

いという視点より解明を行う。

（4）　家政学とヒーブ問題

　家政学士及び家政系短大の卒業生がここ数年

来ヒーブとして活躍している。ヒーブは大学で

学んだ家政学を全面的に消費者の生活にあては

めて活かしてゆく仕事をする人達で，まさに家

政学を実践科学として実現する立場の人々とい

える。

　ヒーブ　（HEIB）　とは、「Home　Economists

In　Business」の頭文字をとったもので，その

発生はアメリカである。14）

　訳語としては「企業の中で働く家政学士」で，

企業の中にあって，消費者の立場に立って物を

考え，企業と消費者のパイプ役として働く家政

学士の意味で，ここ数年来，急速に広がりをみ

せている。その担当業務は消i費者への情報提供

消費者教育のための出講，講習会の開催などが

多く，これに続いて相談の応答，製品テスト，

苦情処理，市場調査，テキスト作り等が主であ

る。

　ヒーブが日本でも活躍するようになったのは

社会状況が反映している。高度大衆消費時代に

入って，多くの消費者問題の発生をみるように

なり，更に，経済が高度成長時代から低成長時

代に移行し，消費者問題も深刻になり，人々は

物的：豊かさよりも精神的な豊かさを求める，い

いかえれぽ生活を重視する意識が高まってきた

のである。

　アメリカでは「HEIB」は家政学会の一部会
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としてその位置は確立しており，60余年の歴史

をもっているが，日本の場合は，1952（昭和

47）年から日本家政学会の中の家庭経営研究委

員会の有志7～8人でヒーブ研究部会を設けて，

その研究をはじめた。

　1978（昭和53）年には日本家政学会，ヒーブ

研究委員会の設置が承認された。これは現在は

ヒーブ研究部会と名称がかわり，ひきつづき有

志による研究活動がつづけられている。家政学

会は1982（昭和57）年には法人化が認められ，

それを機会に学会直属の特別委員会として，家

政学将来構想特別委員会，家政学国際交流特別

委員会と並んでヒーブ問題特別委員会（委員長

は本学，大森和子教授）が発足した。消費者問

題の解決は家政学の責任であるという問題意識

から，家政学として，また，家政学会としては

消費者問題にいかに対応していくかの諸問題に

ついて審議している。

　1978（昭和53）年9月には消費者窓口などで

ヒーブ的な仕事に携っている人々が会員となり，

日本ヒーブ連絡協議会も発足している。

　大学で学んだ家政学を全面的に消費者の生活

にあてはめて，価値あらしめる立場にあるとい

うことは，家政学が実践科学として，学際科学

として立派に，特徴ある確かな歩みをしている

ことになる。

　家政学が生活の向上発展に生かされる学問で

あるならば，その根底にある人間，生命の維持

・存続・更新という問題解決のために，家政学

の幅広い深い知識を実践し，又，家政学の隣…接

領域の諸科学と互に関連をもって補い合った総

合科学としての立場が要求されてくる。

　ヒーブの雇用条件として，広汎な知識・技能

の持ち主であることが要求されるのも，経験が

高く評価されるのも，総合能力としての判断力

・選択力，事態に対応する優れた即決力が必要

な能力として求められることなど，すべて生活

指導にあたるための大切な要件であるからであ

ろう。

　これを裏返して家政学のあり方として考えて

ゆくと，大学の教育内容や指導者の姿勢にも相

当の責任があるといえよう。家政学が生物学・

理科学などの自然科学系の能力は勿論，美学・

哲学・心理学・社会学・法学・経済学など人文

や社会系列の諸科学の能力を家政学の接点にお

いて必要最少限度の能力をふまえた上で成りた

ってゆかねばならず，たえず他領域の学問と関

連をもって，進歩してゆく文化・社会の新しい

動きに対応しつつ，研究がなされ，その成果を

実践してゆくところに本領があり，学問として

の特徴が生かされるのではなかろうか。

皿　新しい家政学

1　家政学の名称について

　家政学はHome　Economicsと同じ意味に用

いられる専門用語である，エコノミックスの語

源はクセノフォンの「家政論」の中で引用され

ているOikonomicsにさかのぼることが出来

る，Oikosすなわち「家」とNomosすなわち

「管理」が結合してできたEconomicsとみら

れる。アメリカではこの主旨で「ホーム・エコ

ノミックス」が，家政学の本質にふさわしい名

称として1901年に提唱され，以後今日までこの

名称が用いられてきた，ただし，家政学の性格

や内容を時代の新しい要求にそって改変しよう

とする観点から，アメリカの家政学者や，学部

再編成を契機に一部の大学にみられる改名がお

こなわれた。

　なお，国際家政学会では，現在Home　Eco・

nomicsの名称が用いられている。

　わが国においては上記1．で述べたように明

治中期から，女学校の教科書に家政学の名称が

あらわれているが，これとほとんど同意義に使

われている家事経済，家事などの教科の内容を

も含めて，経験的に得られた知識，技能を中心

としてまとめられたもので，学問として確立さ

れたものではなかった。家政学の名称が，学問

として本格的に使用されたのは戦後のことであ

る。日本家政学会（The　Home　Economics
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Association　of　Japan）では，家政学（Home

Economics）といっているが，一部の研究者の

中には，生活学，生活科学というむきもある。

2　新しい家政学の方向

　アメリカにおいてもわが国と同じように，家

事作業（House　keeping）を中心とした家事科学

（Domestic　Science）時代から家庭形成（Home・

making）とその管理（Home　Management）を

中心とする，いわゆる家政学（Home　Economic）

の時代をむかえ，さらに1960年後半に入り，ペ

ルシルパニア州立大学やカリフォルニア大学

（Davis校），ニューヨーク州立コーネル大学等

に代表される一部の大学にみられる改名や学部

再編成を契機に，激しく変化してゆく社会の中

で，家政学が社会の要請をどのように反映させ

てゆくかということが，常に検討されてきた，

その方策のひとつとして，家政学の性格や内容

を時代の要求にそって改変するために，従来の

ホーム・エコノミックという学部名を捨て，新

しく改名している大学もある。下記に示したの

はアメリカの家政学あるいは家政学部の改名例

である。

　Human　Ecology

　Human　Development

　Human　Development　and　Family　Studies

　Human　Resource　Development

　Human　Resources　Development

　Family　Resources

　Fami！y　and　Consumer　Resources

　Family　Resources　and　Collsumer　Sciences

　Family　and　Consumer　Science

　Family　and　Consumer　Studies

　Consumer　Related　Sciences

　Consumer　Economics

　Home　and　Community　Services

　Business　and　Resource　Management

　Home　Economics　arld　Family　Living

　Home　Economics　and　lndustrial　Technology

　わが国の家政学は自然科学に傾きすぎている

といわれる。もっと社会科学的な面にも目を向

けて新しい家政学のために今や脱皮しなければ

ならない時が来ているようである。

　私たちは，アメリカのホーム・エコノミック

スの発展をささえ，現在も何がその基盤となっ

ているかを理解したうえで，わが国の家政学に

ついて反省し，時代にふさわしい指針を打ち出

すべきである。では，アメリカの家政学の発展

をささえているものは何であるか，それは，学

生の教育（teaching），教師の研究（research）と

地域社会への奉仕（public　service）である。

この3部門が絶えず密接な関係にあり調整する

役職者は非常に重視されているといわれている。

　アメリカの家政学部は独立学部（col1ege，　di・

vision，　department，　schoolの呼称）が多い。

独立していない場合には（資料4）に示したよ

うに教育学部，農学部，社会科学，自然科学，

文理学部などに属している場合もあり，それぞ

れに特色がみられる。

　また，アメリカの家政学の変革（資料5）に

は2つの傾向があると矢部章彦氏（家政学会会

長）は家政学会誌に次のように報告している。15）

　「第1の傾向は，社会構造の変革とそれに伴

う教育内容の再編成という立場から改革を試み

るもので，いわゆるHome　Economistの社会

における活動分野の動きに対応した改革が考え

られている。

　第2の傾向としては教育の根幹となる学問と

しての家政学の柱立てについての再検討に端を

発した改革があげられる。この種の改革は，家

政学を『人間発達の学および人間をとりまく環

境の質的検討の学』としてとらえる発想に基づ

いている」。この第2の立場の変革の代表的な

のが，ペンシルバニア州立大学のDepartment

of　Human　Development（人間発達学部）やコ

ーネル大学のCollege　of　Human　Ecology（人

間生態学部）またウィスコソシソ大学のSchool

of　Family　Resources　and　Consumer　Sciences

（家族資源と消費科学科）といえる。次に，学

部編成の内容を上記3校と第1の立場に近いと

思われる，南イリノイ大学の場合について検討
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した。

（1）　南イリノイ大学

　家政学部（School　of　Home　Economics）で1ま，

「技術の変化の続いている中で，人間と身辺の

環境との相互作用について関係のある人文・社

会科学，自然科学の応用を通し，個人や家庭生

活を強化する」という目的を達成するために次

の6部門からなっている。

　①Child，　Family，　Community②Clothing

and　Textiles③Food，　Nutrition　and　Food

Service④lnterior　Design⑤Family　Eco・

nomics　and　Management⑥Home　Econo・

mics　Education

　内容としては，①が児童，家族，②が被服，

③が食物，④が住居，⑤が家庭経営，⑥が教員，

生活改善普及員などの養成コースで，比較的日

本の家政学部と類似した編成といえる。しかし

住居がhousingではなく，　Interior　Designと

いうように「美しく快適な住い」が強調されて

いること，食物では栄養やfood　service（食堂，

レストラソ，病院，学校等の施設経営）に重点

が置かれ，被服では織物の手入れ，購入，選択，

被服材料が強くうちだされている。また，家庭

経営では消費者教育に力が入れられている。以

上のように上記，目的の所で述べているように

「個人と家庭生活を強化する」という所に重点

が置かれているように思われる。

（2）　コーネル大学

　従来の名称であったHome　Economicsを
College　of　Human　Development　and　Envi・

ronment（案）とすることを決め，2年後，

1967年，最終的にCollege　of　Human　Ecology

と名称を改め，進歩的な変革をおこなった大学

である。

　前述の矢部氏の報告によれば，名称変更の理

由は，急速な社会の変化に対応してゆくために

また，科学・技術・知識の質・量の増加に伴い，

Home　Economicsの名称では包含できなくな

ってきているからという。「人間発達の考え方

の中に，環境重視の思想がつながっており，人

間をその身近な環境との関係でとらえ，人間の

発達過程における人間と環境との相互作用につ

いて研究する学」26）ということからHuman

Ecologyの名称に変更したのである。また，学

部の目的については次のように報告されている。

「Families　well・being，　Human　Walfare　Ex．

tension　TeachingやPublic　Serviceを通して

Human　DevelopmentとResources　Useの両

面から推進すること」。変革の主旨に基づいて，

改名後は次の5つの部門から編成されている。

　①Community　Service　Education②Con－

sumer　Economics　and　Public　Policy　③De・

sign　and　Environmental　Analysis④Human

Development　and　Family　Studies⑤Human

Nutrition　and　Food

　学部の編成内容を改名前とくらべてみると，

大きな特長は，Housing，　Design　Textiles，　Clo・

thing等をまとめてDesign　and　Environment

としている点，Consumer　Education（消i費者

教育）を明確にうちだし，公共政策との関係で

とらえている。Humall　Developmentとか

Human　Nutrition　and　Foodというように「人

間」ということが強くうちだされている点に

「人間と環境との相互作用」の主旨をみること

ができる。

（3）　ペンシルバニア州立大学

　1966年，College　of　Human　Economicsか

らDepartment　of　Human　Developmentと改

名した，また，次の4部門から成っている。

　①Man－Environment　Relations②Com－

munity　Service③Biological　Health④In・

dividual　and　Family　Studies

　この編成内容をみると，いわゆる食物，被服，

住居という分野からなる編成ではなく，まった

く新しい視点からとらえた学部編成といえよう。

コーネル大学もペソシルバニア州立大学にして

も研究の対象を広く「人間と環境」に置いて，

Human　Developmentを考えており，家族や家

庭生活は1分野として扱われている，ここに

「家庭生活を中心」としている日本の家政学と
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の違いがあると思われる。

（4）　ウイスコンシン州立大学

　1968年5月，School　of　Home　Economicsか

ら現在の名称であるSchool　of　Family　Resou－

rces　and　Consumer　Sciencesに変更され4部

門から成っていた。即ち

　①Home　Economics　Education　and　Exten・

sion②Home　Management　and　Family

living③Related　Art④Textiles　and
Clothing

　しかし，1973年6月，5部門になりその内容

も名前も変化した。

　①Home　Economics　Education

　②Home　Economics　Communication

　③Ch董ld　and　Family　Studies

　④Consumer　Sciences

　⑤Environment，　Textiles，　and　Design

　以上の現象は，今後のアメリカの家政学の方

向を暗示しているように思われる，要するに，

アメリカの家政学は，人間生活に関する総合的

学問の形態を備えつつある。（資料6）

3　家政学の今後の課題

（1）　名称の問題

　アメリカの家政学あるいは家政学部の名称変

更例が多く紹介される中で，わが国でもこの問

題が議論をよんでいる。

　家政学という学問の名称は，この学問の本質

にかかわるものとして，名は本来，体を表わす

べきものだからである。家政学という名称には，

古い型の良妻賢母的イメージや，次元が低いと

か，雑学であるとか，狭さが感じられることか

ら，日本では，生活学ないし生活科学にしては

どうかという有力な意見もある。しかし，外観

は変わらなくても中味は絶えず改良，改善され，

新しいものになってゆく方法の意義を忘れては

いけない。問題は「実」である。家政学という

名称を踏襲しつつ，エコロジカルな内容を盛り

込むことは可能であろう。家政学が社会の変化

の中で十分に適応できず，魅力的でなくなり，

その反動として改名の問題が出てきたとすれば，

家政学者や家政学教育者は，まずなによりも自

らの力でその内容を魅力あるものにする責任を

有する。

（2）　家政学の体系と諸学の位置づけ

　家政学の教育，研究が能率的に働くためには，

学科，講座，授業科目などが，十分に体系化さ

れる必要がある，体系的な位置づけとして，ヒ

ューマソ・エコロジーには批判もあるが，シス

テム的な点が新鮮であり，その有効性も期待さ

れる。家政学は総合科学であり，その統一理論

の構築が望まれる。

（3）　学際的協力の必要

　家政学は，従来，自然科学や技術学にその大

部分を負うていたが，近年，社会科学，人文科

学も，また大幅に参加してきたために，さらに

大きな躍進を示すようになった。特に，現代の

ように，豊かな物質の中における精神面の貧し

さや荒廃のはなはだしい時代には，哲学，芸術

などを含む人文科学，社会科学のー協力は，ます

ます必要となろう。家政学を「総合科学」とし

てとらえる場合，学際的協力なくして発展はな

い。また，家政学が実践科学であろうとすれば，

その目的や立場にそれらしい一貫性がなければ

ならない。このことは上記（2）家政学の体系の問

題についても同じことがいえる。

（4）　男女共修の問題（家庭科教育と家政学）

　家政学と深い関係を持つ中学，高校の家庭科

教育が男女別学とされている，しかし，近い将

来，家庭経営にたずさわる者として，責任の自

覚とその能力を養うべく，また現在の家庭のよ

き協力者として，男子にも家庭生活に関する学

習を必修とすることが望ましい。

（5）　短期大学の改善充実

　短期大学は新制度実施に伴い，暫定措置とし

て発足し，その目的，性格は必らずしも明確で

はないが女子教育上重要な役割を果たしている。

一般に職業人，社会人ないしは家庭の主婦とし

ての必要な知的，道徳的能力の育成がその使命

かと思われるが4年制の大学とは自ずから異な

った特色があり，より一層の改善充実が必要で
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あろう。

（6）　教員養成大学

　教員養成大学における教育は，学科制または

課程制をとり，内容は食物学，被服学，家庭経

営学，住居学，児童学等，家政学全般にわたり

また総合的な傾向にあることは，大学の性格上

重要な特色といえよう。現行制度では小学校は

教材研究として，中学校，高等学校では家庭科

教育法として実施している大学が多い。また，

家庭科教育に当たっては，その陶治材たる家政

学についてはいうまでもなく，教育科学の面に

ついても研究を深め，家庭科教育に関する原理

を系統だて，将来家庭科教育学といい得るもの

の確i立をはかるべきだろう。

（7）　大学院研究科の整備拡充

　大学院は「学術の理論および応用を教授研究

し，その深奥をきわめる」ことを目的とする

（学校教育法第65条）すなわち，専門諸分野の

基盤に立つ高度の学際的総合研究を行うに必要

な創造的能力を育成し，もって，学問水準の向

上のために，家政学系の修士課程を整備充実し，

さらに博士課程の大学院の創設によって一層そ

の研究の高度化と職業人の養成をめざす。

（8）　家政学の社会的役割

　家政学の社会的役割は研究と教育と普及の三

面からの相互関連において考えなければならな

い。しかし，特に遅れているのが普及面であろ

う。この問題を解決する方法として，一般人に

開放される大学公開講座や物価，公害，保育，

衣食住生活，老人福祉，消費生活モニター，栄

養士，民生委員，社会福祉司その他，総合的

な教養を持ったホームエコノミストの養成，ま

た企業の中で家政学の立場で活躍するヒーブ

（HEIB）の養成等が望まれる。

（9）　公害・住民運動と家政学

　今日，国民生活に最も重大な影響を及ぼして

いる物価，公害，消費者問題，家族解体，中高

校生の非行化問題等ほとんどその震源地が生活

者の本拠である家庭にある。家政学の，学とし

ての強みは，ここになければならない。家政学

者にとって，必要なことは，国民生活がどのよ

うな状況におかれているかという正しい現状認

識と問題意識の自覚であろう。このような時代

こそ，家政学が最も活躍し，その有効性を発揮

しなけれぽならないときである。応用科学，実

践科学，技術科学などの側面が強く主張される

家政学においては生活者たる人間の「人間らし

い」　「人間らしく生きる」を忘れては存在の意

味がない。

結　　語

　20世紀前半の日本の家政教育は，封建的遺制

の濃厚な社会体制から生み出されたものといえ

る。しかも古い社会体制を維持するために，矛

盾を矛盾として認識していながら，存在してい

た。戦後，新制大学が出発してからも，家政学

は，文部省はじめ，学会の諸分野からも軽視さ

れていたのは事実であるが，新しい女子教育の

確立のために家政学の体系化と，家庭生活のみ

ならず社会生活と，人間そのものの在り方への

結びつきによる発展のために，関係者の努力が

なされてきた。

　日本家政学会の家政学将来構想特別委員会も

そのために検討を重ねている。①家政学の目的

・研究対象・方法の追及。②他の隣接諸学会と

の関連の中における存在価値，③家政学各専門

分野の相互の関係，④研究体制と教育体制の現

状と将来，⑤家政学出身者の社会への進出。⑥

家政学が独立した専門分野として認められるた

めの方策，⑦「生活」に対して総合的に発言し

てゆくことの可能性，⑧国際交流がどのように

求められるか，⑨地球的視野からみた資源とし

ての人口問題をはじめとして，家政学の課題は

何か，⑩将来構想のポイソト等について分析及

び将来を目下討議している状況である。

　昭和57年5月にNHK．で，「転機に立つ女子

大学」の問題がとりあげられ，四年制女子大学

の男女共学，短大志向，家庭科離れ，社会諸問

題を交えて今後の望ましいあり方等を探ってい

る。そして，家政学の在り方が問い直されるば
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かりでなく，今日は人間存在としての近接環境

一これまでの家庭生活をより拡大した，社会生

活，宇宙にまで拡大して考える環境一について，

その領域の拡大ぼかりでなく，専門分野の充実

・発達と，それらの総合による新しい家政学の

将来について探究している。

　今後さらに高度な学問体系の確立と，学際的

内容の充実，綜合科学として，実践科学として

の特徴を持った家政学，そして家族を生み，育

てる女性の無限愛の生産力は，天然自然に対し

て沈静に順応し，男性と共に共生体として調和

させながら総合家政学の成立を促進させなくて

はならないと考える。家政学の社会的貢献は男

女両性が共にヒューマソエコロジカルな立場か

らの協力と調和が生み出す新しい価値による無

限の発展ではなかろうか。

資料　1

資料　2

資料　3

資料　4

資料　5

資料　6

　　参　考　資　料

女訓一名，一新女大学

アメリカ，イギリス，日本の家政教育に

ついての年代的一一ee。

第12回国際家政学会での宣言。

アメリカ家政学のある学部の名称。

家政学史上の主要年代と活動

アメリカの四大学学部編成内容。

参　考　資　料

資料1（本文P．67）

女　訓　一名　一新女大学

　　それ
一夫女子の自主自由の権と言ものは，成長して他
　　　　　　　しうとしうとめつかへ
　人の家へ行，舅　姑の事，家政をつかさどり治る
　　　　　　　ようち
　ものにして，幼稼の時より学校に入て学ぶべし。
　　　　　　　ほしいまま
　父母愛に溺て恣に育ぬれば，一生男子に使るこ
　　ぬぼく
　と奴僕の如くにして，ともすれば逐出され，恥を

　さらすことあり，これ幼梶の時親の教よからぬ故

　なり。

一　女子は幼時は親に従ひ，長じては夫に従ひ，老

　ては子に従ふ。是を三従の義と言なり。

一　女子とても皆是造物の神の造り給るなれば，男
　　　おとり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すべ

　子に劣たりと言にあらねど，都て女は小慮なる

　ものなれば，家政を治め倹約をなし，子を教へ舅

　　　きふじ　夫に給事して，縫針の業をなし，食料に心を用る。

　　　　　　かなひ
　これは性質に適たる職務なり。

一　女の学に入は，第一に家政を習ひ，次に窮理歴

　史又は文章技芸などを学べし。これこの事に長じ

　たれぽとて，男子を見下し，夫をあなどり，自慢

　気なるは学ざるよりも劣り。

一　婦の道は別にむつかしきものにあらず，天地自
　　　　　わきま
　然の理を弁へ，神のありがたきことを知り，夫
　　　ただし　　つか
　に事へ貞くして，家を先代の時よりも盛に興さん

　とするにあるべし。

一　夫を仕る道は，貧富貴賎によりて相当の次第も

　あれど，到底其家の分限に応じて，衣服の織縫・

　　　　　　　　　すすぎ
　飲食の調味よりして溝・洗濯をはじめ，すべて

　物のすたらぬやうに，心を尽すこと第一なり。

一　飲食のことは，各国それぞれ作法あれども，皆
　　　　　　　　　よごれ　　　　　きよらか　　ととの
　其処の法に随ひ，汚臓をさり清潔に調へ，疎な

　るものにも念を入，旨して参らすべし。
　　　　　　　　　　　　　　おのおのそののうどく
一　女は食物を調るものなれば，各其能毒をよく
　　　　ただ
　考へ，質しさが（性）にても身に害あるものは用

　心すべし。

一　夫は常に外に清潔・美味に慣ぬれば，家内の食

　料其外の物も清潔美味なるよしとす。されども奢

　なるはあしく，夫の好かなふやうに調て，なるた

　け夫の外にて食いわぬやうにすべし。

一　女は諸芸に達し博学多才なる者にても，経済
　をさま

　治らざる時はその甲斐なし。記帳・算用するこ
　　　　　　　　でいり　とをよく学置・出納を細に記し，少にても無益の

　事に財を費すべからず。
　　　　　　せうりよ
一　女はとかく少慮なるものなれば経済をなさんと

　して，えては吝薔なるもの多し。吝薔は甚よろし

　からず。反て大に損をして不経済となるものなれ
　　　　　　　　　　りんしよく　ば，倹約を専一にして吝沓に陥らぬやうに心がく

　べし。
　　　　　　　き　ら　　かざ
一女の風俗は華美を装らずして，しかも垢つかざ

　るをよしとす。流行なればとて，人の目に立やう

　なるはあしく，又古風めかさんとして異やうなる

　は殊に見苦きものなり。
　　みにくき
一　醜女の華美をかざりたるは見苦きものなり。
　　　　　　　　　かたち　人の目にたたぬやう容づくりするをよしとす
　　よめいり　　　　　　　　　　　　　　　　　　おひきあわせ

一　嫁するは，これみな神の御配遇にて，人の力

　業にあらざれば，神の御蔭をありがたくおもひ，

　心を金石の如くかたくし，貞節を守り，つつしみ
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　て夫に事なば，夫さらむとすとも必さらるるもの

　にあらず。又さりさられて再び有徳なる夫に縁つ

　くとも，女たるものの第一の恥辱とするなり。

一　嫁して後は夫の家は我家なれぽ，夫の親をわが

　うみの親よりも大切に事ふべし。

一夫より外には，男と席を同くして，共に語るべ

　からず。
　　きんじよ
一　近処或は親類，又は他人・下男・下女に至るま
　　　　　　　　　　　　　　え　こ　　　ひいぎ
　で，よく善悪を察し，仮にも依沽・贔屓の沙汰す

　べからず。
　　　さいはい　　　　　　　　とも

一　夫福あれば，倶に楽しみ，夫窮すれぽ倶にく

　るしみ，すべて夫と苦楽を倶にする，これ女の道

　なり。
　　　あやまち　　　　　　　　　ことばやはらか　　いさ

一夫過ある時は，計柔に諌むべし。仮にも

　いささか争ふべからず。

一　女も自由の権あると言ことを思違て，勝手我儘
　　　　　　　　おも
　するをよき事と情ふは，大なる過なり。たとへば
　　　　あるく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こみち

　大道を歩行に，誰もとがむる者いなけれど，径に
　　　ことはり
　より理なく他人の垣を越てとがめらるが如く，
　　　　　　　　　　　　たちまち
　これ公法にそむく故に，　忽自由の権失て，人の

　とがめにあふなれば，女は女の道を守り慎みなば

　夫婦の中もむつまじく，家の内めでたくをさまり

　て自由を楽まるものなり。
　　　　　　　　　　　　　　　　いまし
一　女は幼稚の時より怠惰をかたく禁め癖つかむべ

　からず，世の諺にも一時千金と言ひ，西洋の賢人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はやく　も時間は貨幣なりと，をしへ諭されたり。朝は夙

　より起出て造物の神へ御礼を申し，父母のうるわ

　しき容貌を拝して後，手習又は学問をなすべし。

一　女は縫針紡織の道を稽古して，遊芸などは習ざ

　るをよしとす。すべて遊芸の内にも小唄，浄瑠璃，

　三味線などは殊にみだりがはしき詞のみ多く，親

　の教ふべきものにあらざればなり。

一　女は幼稚の時より，勉励むことを慣すべし。し

　かすれぽ嫁して後，下女下男に至るまでそれを見

　習ひ自ら家の治りよかるべし。
　　なまものしり　　　　　　　　　　　　　　　こがひ　　　　　　　　にたぎ

一　生物識なる女は，縫針，養蚕，紡織，割烹など

　のことを，賎き事のやうに言なして，習ざるもの

　あり。女はこれらの事をつとめざれば，如可なる

　業にたけたりとも，女の道にそむけるなり。開け

　し国々の女はみな，是等のことに昼夜心をつくし，

　学得たる後にあらざれぽ，嫁せざるなり。
　　　　　　はういう
一　女は常に朋友を撰ぶべし。朋友あしければ，己

　慎深くとも世間の評判あしくして，縁とおかるべ

　し，又嫁して後は己の朋友のみを親くして，夫の

　朋友をおろそかになすことなく，おなじやうに親

　くすべし。
　　　　ことば
一　女は言語多ものなれぽ，慎ていらざることは言

　べからず。言葉数多き時は，少々のことより，一

　家親類とも中あしくなり，朋友とも争おこるもの

　なれば，必さがなき言葉遣ひあるべからず。
　　　　　むか
一　他人に対ひ，夫の過をそしりかたるべからず。
　　　　　つきあふ
一　朋友と交に，奢ては久しく続かぬものなれば

　心を用うべし。朋友は互に信実を以て交り奢らず

　して久く変らざるをよしとす。

一　下女下男のはなしは何事によらず心にをさめて，

　うけつぎ人にかたるべからず。

一小児を養育するは母の重き職なり。育かたよう
　　　　　　　　　　すたりもの
　しからざれぽ，一生廃物となるものゆえ大切に育

　つべきなり。
　　うぶこ
一　産子洗ふことは丁寧にして，汚れあか，つかざ
　　　　　　　　　しやぼん
　るやうにすべし。石鹸を遣ふことはよろしけれど

　も，其汁眼の内にいればただるなり。赤子の間は，

　ただ手足躰のみを洗ふべし。木綿にて洗ふとも海

　綿はかくべからず。海綿は柔にして筋々の垢をよ

　く吸出せばなり。

一　小児は度々洗ふをよしとす。されども熱湯にて

　洗ふときは病を引出す物なれば，なまぬるき湯，

　或は水にて洗ふべし。
　　ははち
一　母乳ありとも少々つつ牛乳を飲しむべし。また
　　　　　　　よろし
　母も常に用て宜かるべし。
　　　　　　　　ふすところ
一小児を人多く臥処にて臥しむるは悪し。なるべ

　くは別間に臥しむべし。別に臥しむることあたは

　ざれば，蒲団にても別にすべし。
　　　　　ね一　小児の臥る間には花を挿置ことよろしからず。

　甚しきは死する者あるべし。
　　　　　もてあそび　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もてあそ

一　小児の玩物に花を持しむるは悪し。土を弄ぶ

　などはよろしかるべし。
　　しつけ
一　湿ある時は，障子を立て小児を内に置べし。快
　　　　　　　　　　　　　‘あるか
　晴なる時は外へつれ行，或は歩行しむべし。
　　　　やまひ　　　やぶいしや　　　　　　　　　　　　　　　　よきいしや

一　小児病には庸医の薬を用うべからず。良医をた
　　　　　　iうち
　のむべし。幼稗の時の薬により，一生の病を引出
　　　　　　　　　　　　　　じやかう
　すものなれぽなり。又小児に爵香などの香気つよ

　き薬をむざと用うべからず。

一　小児はつよくしかるべからず。強くしかれば神

　経の病を生じ，一生虚弱にして智恵なきものとな

　るべし。殊に頭を打は甚悪し。頭は神経霊液の根
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　元なればなり。

一　小児には戯たること，又はみだりがはしき本な

　ど見聞しむべからず。母の教よろしく，戯にも文

　字を弄ばしむれば，自然と癖づきて，小学に入の

　後も手習学文することを好て進むことも速なるべ

　し。

一　小児には甘きものを喰しむべからず。必病とな

　り，成長して虚弱なる者なり。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふぎやうせき
一　小児を教導くは，女の職掌なれぽ，もし不行跡
　　　　　　　　　　　ほうとう
　あるか，其子成長して放蕩ならば，母の恥此上な

　しと思ひ，教訓怠るべからず。
　　　　　　いましめ
一　女一生の誠となすべきことは己の容色にほこ
　　いんらん　　　　　　　　　　　　ねた

　り淫乱なると，物を妬みそしると，身に華美を尽

　すと，身のたしなみなく，けがれ汚れたると，文

　事にふけり，ほこやかなると，家政の学にうとき
　　　しうと　しうとめ　こじうと　をつと

　と，舅姑撞夫を敬ひ仕へざると，我実
　の父母兄弟のことのみしたくすると芝居はなみな

どを好み出あるくと，怠惰にして行べきところに

行ざると，少のことにも怒りはら立と，めし使のよ

しあしを見分ることあたはざると，喰ものに好嫌

を言と，食物の割烹をしらざると，縫針のことをし

らざると，みだりに男に文をつかはすと，衣服の

流行をこのみてふるきものをすつると，朝寝をす

ると，人に髪を結しむると，いはれなき御仏を信じ，

みだりにみや寺まうですると，真の神の道をしん
　　　　　　　　　　りんしよく
ぜざると不経済なると，吝薔なると，子の愛におぼ

れ，子のそだてかたそまつなると，立居ふるまひ
　　　　　　　　　　　みくに
さわがしきと，これみな皇国を始として，何れの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いみ国にもかならずよき人々につまはじきして，忌き

らはるるものなり，女はかおかたちあしく身いや
　　　　　こころざしなほ
しくとも，志直く，おこなひただしく，家をよ

くおさむるものは，かならずよき人にめとらるる
　　　　　　　　　　　　　　このでうでう　　いとけなき
ものなれば，女子の父母なる人，此条々を幼時よ
　　　　をしへさと
り，よく教諭し，よみきかしめ給へかし。

資料2（本文P．68）

ア刈力，イギリス，H本の家政教育につ・・ての年代的一覧（松島千代野，田中久子，松下英夫常見育男諸氏の資料から）

国名
ア　メ　リ　カ イ　ギ　リ　ス 日 本

年代

1830年 1830 Oberlin　College男 1833　貧困階級児童教育学

女共学先駆校 校校舎建設目的の個

人寄附金の補助金交

付の法案可決。

1840 1840　初等教育に手芸，裁

縫をとりいれる。

1850 1852 Horace　Mann，女子 1851　大博覧会後初等教育 1851 （裁物早学問）

に大学を開放 における家政技術授 1856 （裁物早技）

男女 1880年には高等教育 業強化。以後 1867 西洋衣食住，片山淳吉（家

共学 機関の51％，1900年 ※a初等教育以上の多く 事科教科書の最初）慶応

には72％をしめるに の工業技術学校や家 3年　※イ

至った。 政学校設立

1860 1862 Morrill法国有地無 1862　改正教育令，手芸・ 1868 （M1）

償交付大学設置 裁縫が初等教育で女

1867 中央文部省設立 子の必修科目となる。

’　、 “教育における出来高

払い制度（Payment
by　Result）”
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　 ～
1870 1872　マッサチューセッッ 1873　第3回万博，バック 1872（M4）洋服，太陽暦， 蓬

州立法会議でSew マスター（T．C．Buck一 1日24時間，1 科
ingを教科として制
x化。

master）が科学的原

揩ﾉ立っ調理指導を

週日制利用，学

Z制度
些
寿

行ない感銘を与える。 1877　　　裁縫，東京女子 支

1874　National　Traning

@　　School　of　Cookery

師範学校の教科

ﾛ程に入る。

1
主
雲

設立 1875　　手芸が入る。 を

1878　　家事実習教育の 写
始まり（京都女 警
子校）※ハ 名

1880 1887Hatch法　州立試験 1883婦人の裁縫指導官任 1882（M14）東京女子師範学 天

　　　場の設立

P887　the　Boston　Normal

　　　命，組織的裁縫教育。

P889調理→補助金の対象

校附属高女「家

ｭ」教科名

丞＿

F
School　of　Cookery，及び となる（裁縫よりお 1887（M19）裁縫科小学中等

降

the　Newyork　College　for そい） 科に課せられる。

Traning　Teachersが建設
1890 1890　第二のMorrill　Act． 1890　教育令により，初等 1894（M22）洗濯実習用教科書

1890年まではlowa，　Kansas， 教育における女子の 「女子必携，衣服の洗濯

Oregon　South　Dakotaの47 教科として，裁縫， 色揚法」最初のもの
※

のIand－grant　Collegeが家 調理とならんで補助 1899高等女子校令家事科に
口

政学部をもった。 金の対象となった 統一（教科名）

（洗濯） 1892　「家政科」という教科名

で割烹実習を課す（京

一

都女学校）　　　　一

1900 1905年までに22のLand一 1900年代中等教育にはわず 1909大江スミ　家事実習教科
grant　Collegeは「家政学」 かに裁縫とまれに衛 書を著し，実習を重視

に4年のコースを提供。 生が選択科目として （イギリスより）

女子教育に入った。 1910井上秀子米国風科学的
がその存在は明確で 研究の基礎気運を助長

※bなかった・ （アメリカより）

1908年オングスカレッジ女

子部に家庭裁縫科設
置

1910 1913児童局創設 1918　ブイッシャー教育法 1914（T3）小学校家事科， 高等

1914Smith－Lever法（生 家政カレッジに昇格， 学校理科家事

活改良普及公開講座 それまで家政関係教 1919（T8）家事科
開設） 員は一般教員より一 1916　　応用家事精義 大江

1915　米国教育局に家政学 段下とみられていた。 スミ

者2名任命。

1917　Smith－Hughes法（財

源を家政学に）

1920 1923　農務省家政局創設 1928　King’s　Co翼1ege　of 1921

1925　Purne11案通過（州立 Household　Science 1926高等小学校「家事科」 必

試験所における家政 and　Social　Science 修

学調査研究費支出） として独立，卒業生

．1929George－Reed案通過 にB．Sc．（Bachelor

（産業教育のための of　Science）の学位

追加補助） を与える。
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1930 1930 全米教育学会の中の 1937家事教育1938 家政学の

家政学部門成立 原論（常 組織につ

1934 George－Ellezy案通 見育男） いて（黒

過
川喜太郎）

1936 Ge・rge－Deen案通過 1940 理論家政

（ともに産業教育振 学と臨床

興の追加支出） 家政学

1940 1947 Ge・rge－B・rden案通過 1942 倉沢剛“日本家政学”

1950 1953 Queen Elizabeth

※c College

University　of　Londonと改称

1960 1968 最新設の国有地無償

交付大学として

Federal　City　Co1ト

ege（4年課程）が
地域開発教育を主眼

に設立

追加 1851※a 家政教育が技術 1867※イ 家事科教育の起源と

1890 ボストンにthe　New 学であることがこ して大切。 読物として

England　Kichen出現 れで決定的になっ 家事科教科書が使用，そ

1894 ボストンの高校の昼 た。 の著した年

　　　食はthe　NewE．K．と

　　　契約，後Cooking

　　　Schoolは1800年代
　　　終りに一般的となる。

1800年代，他の分野の科学

者たちが家政学に注目しは

じめ，それぞれの専門から

科学的アプローチをはじめ
た。

1908※b　その後1910年ロ

　　　　ンドン大学に合併

　　　　の時，それを3年
　　　　過程の家政及び社

　　　　会学科（Household

　　　　and　Social　Sci●

　　　　ence）として確立

　　　　した。

1953※c　中心の考え方
　　　　「家政は美術や科

　　　　学との関連におい

　　　　て行なわれるべき

　　　　ものである，この

　　　　科学においては家

　　　　庭を経営するのに

　　　　足る科学的知識と

　　　　積極的精神を酒養

　　　　し，社会に出ては

　　　　多くの一般人を家

　　　　政の科学化につい

　　　　て教導して，ひい

　　　　ては家政そのもの

　　　　の地位の向上に貢
　　　　献すべきである。」

※ロM．15～M．32家政，家事
　　　　家政科，家事科など混

　　　　用。

　　　　1899年以前に用いられ

　　　　た「手芸」は裁縫を含

　　　　む広義のもの。
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資料3（本文P。69）

第12回国際家政学会での宣言
　　　第12回国際家政学会＊（1972年ヘルシンキ）におい

て発表された本文

　DECLARATION　OF　THE　INTERNATIONAL
　　　FEDERATION　FOR　HOME　ECONOMICS

Ho〃le　Econo〃lics　is　the　knowledge　which　allows　for

aharmoniously　organised　family　life，　il　order　to

satisfy，　under　the　best　possible　conditions，　the

，physica1，　socio／economic，　aesthetic，　cultural，　emo－

tiollal　and　inteUectual　needs　of　all　members　of　the

family　and　their　relationship　with　the　community．

　　　Home　Economics　is　an　applied　science　subject

and　not　a　pure　academic　discipline　in　itself　and

is　therefore　dependellt　on　different　academic，

disciplines．

Philosophy

　　　The　basis　and　goal　of　Home　Economics　is　the

acknowledgement　of　the　value　of　family。centerd
life．

　　　It　is　essentially　dependent　on　techniques　and

sciences　used　as　a　means，　not　an　end．

　　　It　is　a　constantly　changing　field　of　study　which

must　be　able　to　adapt　itself　to　the　changing　situa－

tions　in　the　socio／economic　and　technological　fields．

　　　Home　Management　is　much　more　than　the　mere

unfolding　of　all　social　and　economic　functions　con－

cerned　with　meeting　the　needs　of　fam皿y　members．

Nor　is　it　limited　to　general　home－making．　Home

Economics　influences　the　general　activity　of　human

beings　and　affects　the　attitudes　of　the　individua1，　the

family　and　the　community，　to　1ife．

Obiectives

資料4（本文P．78）

a）（｝eneral

　　To　contribute　to　the　mutual　enriching　of　the

family　group　and　its　members　in　consideration　of　the

community　in　which　they　live，　and　to　the　develOp。

ment　of　which　they　contribute，　by　providing　the

basic　kllowledge　required　related　to　the　physica1，

biological　and　social　sciences　and　the　arts．

b）Sρecific

　　1）To　select　and　disseminate　knowledge　in　the

　　　　　fields　of　food，　cloth血g　and　housing．

　　2）To　improve　nutritional　standalds　and　give

　　　　　basic　training　in　cookery　with　the　better　use

　　　　　of　all　Iesources．

　　3）To　free　people　from　cutdated　domestic　tasks

　　　　　and　lead　them　to　an　attitude　of　mhld　which

　　　　　appreciates　the　need　for　economy　in　t㎞e，

　　　　　energy　and　resources．

4）To　help　people　to　adapt　themselves　to　challg－

　　ing　conditions　and　resolve　the　different

　　problems　met　in　the　various　circumstances

　　and　stages　of　Iife．

5）To　study　the　psychological，　social　alld

　　emotional　needs　of　the　ildividual　and　the

　　fam皿y　in　order　to　create　a　home　and

　　community　environment　conductive　to　the
　　health　of　al1．

＊前大会の1968年から問題にされ，いろいろに提案

　され討議もされながら，なかなか意見の一致をみ

なかった家政学の提義が一応家政学に対する1．F・

H．E．の宣言という形で決定した。

アメリカ家政学のある学部の名称

Names　of　Colleges，　Scllools，　and　DiVisions　that　contain　Home　Economics　units．

College，　School，　or　Division　of： Number Co皿ege，　School，　or　Division　of： Number

Education 11 Technical　and　Community　Collegサ 1

Arts　and　Sciences 10 Vocations　and　Professions 1

Professional　Studies 9 Apphed　Science　and　Engineering 1

Natural　Sciences 7 7 Pure　and　Applied　Sciences 1

Science 5 AppHed　Arts　and　Health 1

Liberal　Aエts 5 Letters　and　Sciences 1

Agricultule　and　Home　Economics 5 Communication　and　Professional　Studies 1

Science　and　Techllology 5 Behavioral　Sciences　and　Education 1

Fhle　and　Applied　Aエts 4 Plactical　Arts　and　Lettels 1

Agτiculture 4 Developing　Programs 1

Apphed　Arts　and　Sciences 3 Behavioral　and　Social　Sciences 1

Applied　S　cience 3 Practical　and　Fl㎞e　Arts 1

Social　Sciences 3 Creative　Arts 1

Education　and　Psychology． 2 Fine　Arts 1　．

一87一



東京家政大学生活科学研究所研究報告第6集

Education，　Home　Economics　and　Physical

　Education
Liberal　Arts　and　S　ciences

Applied　Arts　and　Technology

Life　Sciences　and　Technology

Teacher，s　Co皿ege

Human　Learning　and　Development
Professional　Arts　and　Sciences

Business　Technology

Technology
BusineSS

2
2
2
1
1
1
1
1
1
1

Applied　Arts　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

Practical　Arts　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

Vocational　Education　　　　　　　　　　　　　　l

Professiona1　Education　　　　　　　　　　　　　　　l

Behavioral　Arts　and　Sciences　　　　　　　　　　　　　l

Natural　Science　and　Mathematics　　　　　　　l

Home　Econornics　and　lndustrial　Technology　　l

Education　and　Home　Economics　　　　　　　1
0ccupational　Education　　　　　　　　　　　　　　　l

　　Tota1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　112

資料5（本文P．78） 家政学史上の主要年代と活動

年代
立　　　　　　　　法 大　学　の　動　向 学会（AHEA）の活動

区分

1862　Morri11法 1872　アイオア州立大学にて

（（国有地無償交付大学 housekeeping言薄義開女台。 ‘

の設置） 1873　カンサス州立大学にて
家 1872　マサチューセッツ州の sewing講義開始。

立法会議でsewingを教 1875　カンサス州立大学にて

政 科として制度化した。 cooking講義開始。

1875　イリノイ大学に4年課

学
程domestic　science

ﾝ置。

1880　ボストンcooking　sch一
展 ool教員養成開始。

1887　Hatch法（州立試験場 1887　Tbe　New　York　Co11一

開 の設立） ege　for　Training

Teachers設置（家政

期 科設立）

1896　ニューヨーク州立大学 ’1899　レーク・ブラシッド会

理事会が入試に家政学 議開始。以後第10回ま

を採用。 で実施。

1900　コーネル大学で家政に

関する成人教育講座が
開設。

家 1901　Home　Economicsとい
う名称を制定。以後， 1902　Home　Economicsの仮

政 漸次この名称に変更。 定義が成立。

1908　アメリカ家政学会結成
準備。

学
1909　アメリカ家政学会結成

ならびに会誌第1号刊
結 1912　ミシガン州立大学にて 行。

1913　児童局創設 Omicron　Nu（全米優 1913　学会が家政学の講義大

成 1914　Smith－Lever法（生活 等生家政学卒業生の名 要を4部門にわけて制

改良普及公開講座開設） 誉団体）結成。 定，衣・食・住・家庭

期 1915　米国教育局に家政学者
と集団管理。

2名任命。

1917　Smith－Hughes法（財源
「 を家政学に） ，

耳
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1923　農務省家政局創設。
噌¶

産 1925　正hme11案通過（州立試 1926　Purnell奨励金による 1925～26の学会の年次計画で

業 験所における家政学調 研究はおもに食物・栄 児童学の設立の増加が
教
育
促

査研究費支出） 養関係であった。

Rーネル大学に児童学

要請された。

進 1929George－Reed案通過 が設けられた。
期 （産業教育のための追 アイォア州立大学に「育

加補助） 児学科」が設けられた。

1930　全米教育学会の中の家 1930年代 1930　家政学会の中の家庭経
政学部門成立。 Home　Managementが 済部門設定。

生まれた。

1934George－Ellezy案通過 1935講義大要（1913のもの）

1936George－Deen案通過 が改訂された。家族関
（ともに産業教育振興 係・家庭管理が公式に
の追加支出） 入った。

1940広領域カリキュラムへ 1940　学会員の資格について
の改正。 検討。

1944360大学で家政学が教 1946入会と同時に選定すべ
えられている。 き7学科部門を設定：

カ
1946　家政学の目的は「より 食物と栄養，被服と繊

リ
1947George－Borden案通過 よい家庭生活と地域活 維，住居と家具，家族

キ
動への参加」という重 関係と児童，家庭経済

ユ 点に。 と家庭管理，家政学教
ラ

1948　全米家族問題研究協議i 育，芸術。
ム 会開催。（National　Co一 1946　同じく8職業分野を設
再 nference　on　Family 定：大学，小・中・高・
編 Life） 成人教育，生活改良普
成

及，保健衛生と厚生，
期 の類。

1949　　H∂〃zθEoo多20〃z名6sカ2

鞠加γE伽o認oηを出

版。大学の評価基準を

示した。

1950　ワシントンに学会本部

家
　　　設置。

P958　（第9回）国際家政学会

政
がアメリカ大陸ではじ

ﾟて開催。

学
1959学会50周年。

P962　学会「家庭経営」誌誕

転
1968最新設の国有地無償交

1966ペンシルバニア州立大
@　　学College　of　Human

生。

換
付大学としてFederal

bity　College（4年課

　　　Developmentと改名。

P969　コーネル大学College

期
程）が地域開発教育を

蜉痰ﾉ設立。

of　Human　Ecologyと

?ｼすべく目下移向対
策中。

「家政学」有斐閣双書P．36（1969）
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1．Southern　Illinois　Univesrity；School　of　Home　Economics

家族および個

lの欲求
おもな領域

関係する自

R科学と人

家庭と地域社会の

ﾛ題
職　　　　　　　　業

文

①子ども・家 幼児の発達 文化人類学 ●家族・地域社会 ●保育専門家
族 就学前の子ども 経営学 そして世界ので ●子どもの発達のための専門家

地域社会 就学前の子ども 教育学 きごとにおける ●家族関係のための専門家

の管理 哲　学 人間関係 ●幼児保育園教師

親子関係 生理学 ●家族の安定 ●両親教育専門家

家族関係 心理学 ●保育施設 ●社会福祉機関

人間相互の関係 社会学 ●子どもの養育 ●結婚カウンセラー

家族周期 ●人間の可能性の ●社会や教育機関，そして仕事

人間の発達力学 最大限の発達 における家族相談相手

●発達的逸脱（非 o教師
行青少年）

②被服と繊維 被服：生活周期 文化人類学 ●生産基準と消費 ●服装デザイナー

を通しての両性 芸　術 者の権限 ●織物デザイナー

の衣服やいろい 植物学 ●織物コンサルタント

ろの身体的状況 商　業 ●必需品や実用品のための消費

社会的立場，被 （会計，商 者織物代表

服の目的 品の売買） ●消費者織物のテスター
　　　　　　　　　　　　　　‘恟､業の実験室

繊維：起源，性 化　学 ●社会事業機関に対するコンサ

能，選択，着物 経済学 ルタント

の手入れ，繊維 物理学 ●バイヤーまたはセクションマ

の用い方 生理学 、不一ジャー

心理学 ●ファッションコンサルタント

社会学 ●ファッションに関する研究者

（流行を作り出したり，方向づ

けをする人）

●仕入れ主任

●ファッションジャーナリスト

③食物：栄養 栄養：健康食と 文化人類学 ●すべての社会経 ●栄養学

と食品サー 病人食 芸術（美術） 済水準における ●医学に並行した団体，あるい

1　ビス 食物：（食物の） 化　学 個人や集団の栄 は公立の保健所または社会施

生産・経営と供 経済学 養的な欲求を満 設における栄養士

給 微生物学 足させる資源の ●病院その他の大きな施設また

生理学 誤った管理（飢 は，コマーシャルフードサー

心理学 餓・栄養失調） ビス（例えばドラグストアー，

社会学 ●生産水準と消費 キャフテリア等）における食・

者能力 物管理

●食物製造　　　　　　管　　1

●食品開発会社の消費者代表

●食物隼産，あるいは応用そし

て食物に結びつける効用を取

り扱う商業機構における食物

②室内装飾 ●室内装飾のた 建築学 ●家族のすまい ●室内装飾家

めの住居 芸術（美術 ●低収入の家庭， ●低収入家族，老人たちや都市
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●家族の欲求に 技術） 老人または心身 更新，それらを扱うような社

関した家具類 商業と法律 障害者のすまい 会施設コンサルタント

の選択や手入 化　学 ●都市更新 ●生活改善普及員

れ 経済学 ●選択・使用法，

●選択・手入れ 哲　学 商品の手入れ

そして家庭機 物理学 （道具・仕事）

械や小さな台 心理学

所，用具の使 公共政策

用法 社会学

●仕事の簡素化

⑤家庭経済と 消費者経済 経済学 ●社会福祉を達成 ●社会，政治そして仕事におい

管理 経済状況 哲　学 すること ての消費者専門家

個人と家族所得 物理学 ●十分な生活水準 ●家庭管理や家庭経営における

家庭経営 心理学 を達成すること 普及専門家

意思決定 社会学 ●適切な資源の使 ●社会福祉事業家

経営に関する家 時間と動作 い方（無頓着，

族価値 の分析 貧困，一般的な

時間と労力の管 幸福）

理 ●意思決定

●消費者能力

⑥家政学教育 ●教員養成 文化人類学 ●前述したすべて ●教師

●生活改善普及 芸　術 の課題をいう ●農業生活改善普及員

員などを養成 化　学 （しかしこの領 ●平和団体の無給奉仕者と管理

する職貝の準 経済学 域の大学生の仕 者

備 教　育 事の水準は他の ●国際計画における家庭経済の

●生涯教育・社 哲　学 領域の専門家が 専門家

会教育 物理学 もっている深み ●行政管理者

心理学 や幅を期待はし ●管理者

社会学 ない） ●教育学の教師

●Homemaking

　FAMILY　AND　INDIVIDUAL　NEEDS　THAT　EXIST　IN
EVERYDAY　LIVING　IN　HOMES　AND　COMMUNITIES　WITH
　　　　APPHCATIONS　FOR　HOME　ECONOMICS

FAMILY
`ND　INDI－
uIDUAL
@NEEDS

　　SUBJECT
lATTER　AREAS

　RELATED
rCIENCES　AND
@　　ARTS

HOME　AND
bOMMUNITY
oROBLEMS

PROFESSIONS

1．Child， Infant　Development Anthropology Human　relations　il1 Ch江d　Care　Speciahst
Family， Preschool　Child Economics fam皿y，com一 Extension　SpeciaHst　in
Community Preschool　Admhli。 Education munity，　and　world Ch皿d　Development

stration Ph量osophy affaks Extension　Speciahst　jn
Paエent－Child Physiology FamHy　stab曲y Family　Relations
Relationships Psychology Chnd　care　facilities Nursery　School　Teacher
Famny　Relation一 Sociology Ch皿d　rearing Parent　Education
ships Development　of SpeciaHst
Interpersonal max㎞um　human Social　Welfaエe　Agency．
Relations potential Woエker
Fam皿y　Ltfe　Cycle Developmenta1 Marriage　Counselor
Dynamics　of deviants Family　Consultant　in
Pelsonahty Social　and　Educationa1
Development Agencies　and　h1

Business
Teacher
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2．Cloth㎞g　and
@　Textiles

Clothing：for　both
@sexes　vaτious　phy－

@sical　conditions，

Anthropology
`rt
aotany

Product　Standards

@and　Consumer
@Competence

ApParel　Designer
sextile　Designer
sext韮e　Consultant

　SoCial　SitUationS，

≠獅п@purposes

@throughout　the
撃奄??@cycle

sextiles：Orighls，
垂?窒?盾窒高≠獅モ?C

@selection，　and　care

@for　cloth血g　and

@house・hold

Business（Account・
奄獅〟C　Ma正keting）

bhemistry
dconomics
ohysics
ohysiology
osychology
rociology

ConsummeエRepresenta・
@tive　for　Equipment　and
@Utilities

bonsumer　Textile　Tester
bommelcial　Laboratories
bonsultant　for　Social

@Work　Agencies
auyer　or　Section　Manager

eashion　Consultant
textiles． Fashion　Promoter　or

Cooτdinator
H【ead　of　Stock

Fashion　Journahst

3．Food，
@　Nutrition

Nutrition：In　Health

@and　Disease

Anthropology
`rt

Mismanagement　of
@resources　hl　meet一

Dietetics

mutritionist　on　para

and　Food
rervice

Food：Production，
@Management　and

Chemistry
dconomics

ing　nUtritiOnal
獅??р刀@of　indi一

medical　teams　or　in
垂浮b撃奄メ@health　or　social　　　　o

Service Microbiology viduals　and　groups agencles
Physiology of　all　socio一 Food　Manegement　in
Psychology economic　levels hospitals，　other　large

Sociology （Hunger，　Malnutri一 inStitUtiOnS，　Or　Com一

tion） mercial　food　se正vices

Product　Standards Food　Production
and　Consumer Consumer　Representative
Competencies in　Food　Development

Compenies
Foods　in　Busilless

Organizations　dealing
with　food　products　or
apPliances　and　utihties

connected　with　food

4．Interior
@　Design

Housing　for　the
@FamilyInteriors

Alchitecture
`rt
ausiness　and　Law

Family　Housing
gousing　of　low
@income　families，

Interior　Designer
bonsultant　with　social

@agencies　such　as　those

Selection　and　care Chemistry the　aged，　the dealing　with　Low

of　house－hold
?浮窒獅奄唐?奄獅№刀@in

Economics
ohilosophy

handicapped
trbanτenewal

income　families，　the
≠№奄獅〟@and　urban　renewa1

　relation　to　family

　needs
Selection，　care　and

　use　of　household
　apPliances　and
　sma11　equipment
Work　Simplification

Physics
Psychology
Public　Policy
Sociology

Selection，　use　and

　care　ofgoods
　（COmmoditieS　and
　serVices）

Extension　Specialist

5．Family
　　Economics
　　and　Manage－

　　ment

Consumer　Econom・
　iCS

Economic　Condi－
　tions
Personal　and　Fam皿y

　Finance
Home　Management
Decision－making
Fam皿y　Values　in
　Relation　to

　Management
Time　alld　Energy

　Management

Economics
Ph皿osophy
Physics
Psychology
Sociology
Time　and　Motioll

　Analysis

Attailling　Wellbeing

Attaining　adequate
　lavels　of　living

ApPropriate　use　of

　resources（Apathy
　povery　we正are　ill
　gellelal）

Decision　Maki皿g

Consumer　Com－
　］petencies

Consumer　Specialist　in
　Socia1，　Governmental，

　and　Educational
　Agencies　and　in

　Business
Extension　Specialist　in

　Home　Managemellt　alld
　Family　Economics
Social　welfare　Agency

　Worker
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6．Home TeacheτPreparation Anthropology AU　of　the　problems Teacher
Economics Prepaエation　of　Per一 Art mentiolled　hl　the Cooperative　Extension
Education sonllel　for Chemistry fo正egoil19．　（It　is Worker

Cooperative
dxtension

Economics
dducation

not　expected　that
≠唐狽浮р?獅煤@at　the

Peace　Corps　Volunteer
@and　Admhlistrator

Continu童ng Ph皿osophy under　graduate Home　Economics
Education Physics 1evel　working　h1 Specialist　ill　Interna一

Psychology this　area，　w皿l　have tional　progralns
Sociology the　depth　or Supervision

breadth　of　the Administration
specねhst　in　the Teacher　Educator
other　aτeas．） Homemakh19

2．New　York　State　College　at　Cornell　University；The　College　of　Human　Ecology

コーネル大学における家政学部→人間生態学部への改革の進展

改 革 前 改 革（1969）

1

2

食品・栄養学

（Food＆Nutrition）

施設管理

（lhstitutional　Mana－

gement）

3　児童発達・家族関係学

　　Child　Development

　　＆Family　Relations

1人体栄養学・食品学

　（Human　Nutrition＆

Food）

4　家政経済学・家政経営

　　学

　　（Household　Econom－

　　　ics＆Management）

5　住居学
　　（Housing）

　　デザイン　　募
　　（Design）

　　　　　　　　家政施設設備

6　（Household　Equipm。

　　　ent）

　　衣料・被服学

　　（Textiles＆Cloth－

　　　ings）

育
E
。
－
o

教
e
磁

鷲
肺家
ー

cs．皿noco

7

2人間発達・家族学
（Human　Deve亘opment＆Family　Studies）

3消費者経済学・公共政策

（蹴麟鷲miCS）

一
ハ
ー
ノ

朧灘環
E
ン
＆
s

イ
即
画

げ
面
副
テ
D
A

4
兀
ー

5地域社会奉仕教育

（膿謡ySe「vice）

改 革（1974）

College　of　Agriculture＆

Life　Sciencesとの共同機
関

Division　of　Nutritional

Scienceを構成

1人間発達・家族学
（Human　Development＆Family　Studies）

2消費者経済学・公共政策
（Consumer　Economics＆Public　Policy）

3デザイン・環境分析学

（謙、皇Envi「°nment）

4地域社会奉仕教育

（窪1麟ySe「vice）

改 革（1977）

1人間発達・家族学
（Human　Development＆Family　Studies）

公共政策

2消費者経済学・住居学

（蹄繍欝miCS）

すべての学科の研究と教育は「公

共政策」への提言に焦点が合わさ
れる。

3デザイン・環境分析学

（父離Envi「°nment）

4地域社会奉仕教育

（蓬1器ySe「vice）

家庭科教育52巻15号P．58（昭53）
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3．Pennsylvania　State　University；Department　of　Human　Development．

PennSylvania　State　University

名称＝　Department　of　Human　Development

学科一4　Division

1 Division　of Man－ellvkonment　Relations Physical　Env廿onment

2 Division　of

　　　　　　　　　　　　　　　一

bommunity　Services
Community　Settings
浮rervices

3 Division　of Biological】日［ealth
Health　Settings＆
rervices

4 Division　of Individual＆Fam皿y　Studies Individual＆Family

↑ ↑ ↑

Infant

@＆
bhildren

Adults Body
?浮獅モ狽奄盾獅

Social

aehavior

Elderly

Adolescent

@＆
xoung　Adults

Psycological　　Physica1
浮oersonal　　Activity
?浮獅モ狽奄盾

Age　of　man Human　Needs＆Behavior

家政学会議

Life　Settings

＆Influences

家政学会誌VoL20，　No．5（1969）より

4．Wisconsin　University；School　of　Family

　　　Resources　and　Consumer　Sciences

　　　Child　and　Fam皿y　Studies　Program　Area　provides

for（1）the　study　of　early　ch皿d－hood　education，1ife－

span　human　development，　and　fam韮y　relationship，

and（2）the　support　of　programs　to　improve　quality

of　life　for　childlen　and　their　families．　It　concems

itself　with　children，　adolescents，　and　adults　within

their　immediate　social　environment．　The　under－

graduate　and　gladuate　programs　prepare　in　dividuals

to　enter　careers　related　to　child　and　family．

　　　Consumer　Science　Program　Area　is　concerned

with　the　broad　area　of　resource　utilization　by

individuals　and　families；it　offers　professional　educa－

tion　to　prepare　students　for　Ieadership　in　serving　the

consumer　interest　and　general　education　for　students

to　increase　their　consumer　competence．

　　　Environment，　Textiles　and　Desjgn　Program　Aτea

focuses　on　the　immediate　material　surroundings　as

they　relate　to　human　beings；this　involves　the

scientific　and　humanistic　study　of　the　interrelation・

ships；　the　emphasis　is　on　aesthetic，　physiologica豆，

psychological，　and　sociological　needs　and　desires　of

human　beings　in　a　world　undergoing　technological

and　social　change．　This　program　prepares　undeエ・

graduate　and　graduate　professionals　for　careeτs　in　the

aesthetic，　business，　consumer，　and　scientific　aspects

of　textiles，　appare1，　and　the　spaces　in　which　people

live　and　work．

　　　Home　Economics　Communications　Program
Aτea　prepares　undergraduate　and　graduate　majors　to

become　professional　comniunicators．　The　alea

emphasizes　dissemination　of　family　and　consumer

information　to　the　general　public　and　specific

audiences　in　this　country　and　abroad．　Non－majors

leam　skills　that　aid　them　ill　communicati皿g　their

subject　matter　to　various　audiences．

　　Home　E◎onomics　Education　Program　Aτea　has

as　its　goal　the　profess童onal　prepalation　of　the　under－

graduate　and　graduate　who　wi皿utiize　collcepts　and

skills　of　content　areas　of　home　economics　for

purposes　of　improving　the　quality　of　individual　and

family　】旺e．　This　includes

an　optional　add－on　teacher

cial　education；　．　vocational

extension　　and　　continuing

teacher　certjfication

certification　in　spe－

home　economics；
education　positions；

communlty－family　programs；post　high　school　and

community　college　positions，　teaching，　research　and

administrative　position　at　federa1，　state，　and　local

levels．　This　program　area　is　a　part　of　the　Department

of　Continuing　and　Vocational　Education．
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　　　　　　　　　　　藤本・宇高・宮崎：

　本稿の執筆について，ご指導をいただき終始

激励してくださいました本学生活科学研究所所

長仲三郎教授，また本稿をまとめるに当りご教

示下さいました本学の大森和子教授に感謝いた

します。

　なお，資料の収集および整理にあたって，ご

協力いただいた書記補の鈴鹿安紀子氏に心より

お礼を申し上げます。
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